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大間町年表

縄
文
前
期

前
四

゜゚゚
むつ市金谷貝塚（下北最古の貝塚）・万人堂・女館、

大畑町ノッコロ・湧館・水木沢、川内町戸沢、佐井村

八幡堂•原田、風間浦村古野・桑畑、大間町冷水・大間平②・小奥戸①、中里町深郷田、森田村床舞石神、

天間林村ニッ森より円筒下層式土器出土。青森市三内

889 

縄
文

悶
門

゜゚゚
むつ市最花南から下北最古の縄文土器、東通村物見台・

下田屋納屋・吹切沢・ムシリ、大間町白砂・小奥戸m
②、八戸市鮫町白浜より尖底土器、南郷村狐森より板

状土偶出土

縄

鼻期
前

方

旦

むつ市関根字川代で北海道系立川型有舌尖頭器発見

蟹田町大平山元①、八戸市長者久保無文土器

六ケ所村表館①、発茶沢①隆線文土器

八戸市鴨平②爪形文土器

むつ市川代・水川目、脇野沢村小沢稲沢で漁労、果実・・

貝類の採集生活が始まる

が縄
で文
き海
る進
が
始
ま
り

昌
海
峡

津
軽
海
峡

年号

印~.J m．. J 五

云三80 元八80ー ニ万年前 万i 暦西

佐井村長後沖で有舌尖頭器発見

東通村物見台で下北最古のナイフ型石器発見

尻屋一帯でナウマン象・オオッノシカの化石発見

このころ下北・津軽両半島は陸続きだった 大間町および下北•青森地方の史実
日

本

の

史

実



弥
生
中
期

前

゜゚

大間貝塚で鉄片出土。大畑町二枚橋、佐井村八幡堂、

脇野沢村瀬野と川内町宿野部操木平で籾圧痕土器出土

三厩村宇鉄と田舎館村垂柳より水田跡発見
弥縄
生文
前
期

前不
三明

゜゚
弘前市砂沢遺跡から水田が発見された。むつ市大川目・

梨木平、東通村前坂下、川内町戸沢川代

大間町ニッ石①・船橋・黒岩

造町亀ケ岡、八戸市是川、名川町剣吉・荒野

内町不備無・葛沢、大畑町湧館、風間浦村易国間、木
ふぴなし

縄
文
晩
期

目`lJ・

゜゚゚

大間町ドーマンチャ・冷水・大間・奥戸上道・白砂・

小奥戸③・ニッ石④、むつ市八森・奥内・江豚沢、川

亀大
ケ洞
岡式
土土
器器
文

化

遮
光
器
土
偶

むつ市荒川・奥内·八森・大湊近川、佐井村糠森•原田・浅水、大間町材木・焼畑・小川代・小奥戸①③．

冷水・ドーマンチャ

縄
文
後
期

前

゜゚゚

束通村札地、むつ市酪農五号ストーンサークル

大間町年表

縄
文

贔
月・ • 1j 

5 

゜゚

三内丸山より最大級の板状土偶および縄文集落跡発見

むつ市最花•第一田名部小校庭、風間浦村潜石・古釜谷・折戸坂、佐井村八幡堂、大畑町湧館、脇野沢村家

ノ上・外崎沢より円筒上層式土器出土

秋縄
田文
大海
湯退
の始
スま
卜る
I 
ン
サ
l 
ク
｝レ

年号

暦西

大間町および下北•青森地方の史実丸山より漆塗製品など出土

日

本

の

史

実
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大間町年表

贔中冦鎌 平

i 
古 古

篇 墳 悶後
代 期 期

- 0 二

世世

゜紀紀

゜蛎
崎
館
、
田
名
部
館
、
四
十
八
館
、
奥
戸
館
ほ
か

弥
生
後
期

0束通村念仏間・袈部前山、むつ市大曲海岸、脇野沢村

九艘泊岩蔭、大間町烏間・冷水、平賀町鳥海山

大間烏間、むつ市大曲海岸•関根、脇野沢村九艘泊、東通村赤平・桑畑山・浜尻屋・大平口、江別式土器

大間貝塚・小奥戸①、東通村浜尻屋、北大式土器出土。

八戸市鹿島沢古墳、下田町阿光坊古墳

尾上町原古墳、八戸市丹後平古墳

脇野沢村瀬野、東通村大平、大間町小奥戸①・烏間

下北半島の桜井第一式土師器は東通村白糠赤平・川内

町上野下が知られているが、大部分は桜井第二式土師

器

むつ市最花南、東通村稲崎

川内町宿野部上野平から製塩土器出土

大間町割石、東通村将木館などから擦文土器

大間町小奥戸①②・―一ツ石②④・奥戸田頭の各遺跡も

このころのもの

東通村目名高館・鹿橋山館・下田屋将木館など古代の

築城

七オ七六北 江
九ホー四大式 塁三九 四 10五

ノ1、- 一- ツ 土 ± 
平ク平化大器 器

室町 鎌倉幕
安遷 土城 文 文
器遷京の化 化
都文 新改の の

幕府府 化都南 南
のの の 下 下
成成 南
上・ ) • 下

891 



大間町年表

六

天
乎
勝
宝
四

延
暦
一
三
一
七1
0
 

和

銅

元
五

養

老

四

（
推
古
―
二
）

（
一
五
）

大

化

元
二

斉

明

四

古
墳
時
代

年

号

弥
生
時
代

七ニニ
七
五
二

七
九
四

七
九
七

八
0
一
坂
上
田
村
麻
呂
、
東
夷
を
征
し
て
長
駆
半
島
（
下
北
）
に
入
り

七
0
八

七
―
二

七
二
〇

9
.
2
3
 ，
 

2
 

9・ 
夷
を
討
つ

出
羽
・
陸
奥
に
蝦
夷
の
南
進
を
防
ぐ
た
め
の
柵
を
設
け
る

陸
奥
の
国
多
賀
以
北
の
調
庸
を
黄
金
と
す
る

陸
奥
の
国
が
出
羽
と
陸
奥
に
二
分
す
る

多
治
比
県
守
を
持
節
征
夷
将
軍
と
し
て
反
乱
す
る
蝦

西

暦一八
九

三
五
〇

四
二
八

五
三
八

六
0
四

六
0
七

六
四
五

六
四
六

六
五
八

国
郡
制
が
し
か
れ
、
福
島
以
北
を
陸
奥
の
国
と
す
る

阿
倍
比
羅
夫
が
日
本
海
を
北
進
し
て
蝦
夷
を
征
伐
し
、
二
年
後

北
海
道
で
粛
慎
を
討
つ

大
間
町
お
よ
び
下
北
・
青
森
地
方
の
史
実

東
大
寺
大
仏
開
眼
供
養

平
安
京
に
遷
都

坂
上
田
村
麻
呂
、
征
夷
大
将
軍
と
な
る

初
め
て
鋳
銭
を
行
う
（
和
銅
開
称
）

太
安
万
侶
「
古
事
記
」
を
撰
上

舎
人
親
玉
・
大
安
万
侶
等
が
「
日
本
書
記
」
を

撰
上

日

本

の

史

実

卑
弥
呼
、
邪
馬
台
国
女
王
と
な
る

大
和
朝
廷
が
日
本
全
士
を
支
配

仁
徳
天
皇
陵
築
造

百
済
か
ら
仏
教
伝
米
す
る

聖
徳
太
子
、
一
七
条
憲
法
を
作
る

聖
徳
太
子
、
法
隆
寺
創
建

大
化
の
改
新

892 



大間町年表

建 文養永康天永貞仁 弘

久 治和保平喜承観寿 仁

五元元元五五六四四

ー 9 - ,  - l -

- - - 0 0 0 0 八八 八

九 九 八八八八六五五六五
九五ーーニ七ーニ四

南開南を南るに半島 下 慈田丸脇文夷
部か部賜部 襲 北 覚名部 と野毘民

光行、 れる 行光、 る 行光、
わの 地 円 乗名沢綿を
れ支 方 仁村 で麻征
‘配 大山つ夷呂服

二 郎 藤 鶴者 円 師頂て首 ‘す
戸 党 原

城ケ 安達
を ‘に北サ征る

城 七 泰 糖 恐宇胃 部イ夷
を ＝ 衡 -小 部 山 のユ大

築 人 征
城ケ 佐丸

郡 を 長ウ将

し‘ と 伐 か 開山とが軍

て 八 の 沢一 ら 山神社 な将と
根 戸 戦 -族 孟

る軍し

拠 浦 功 を を のて

と よ に 追ー 利 勧 危蝦

し、 り よ わ八 郡 請 機夷
入 り れ世 と をを

覧 国 ， て五 称 救平
行郎 す し‘、疋I 

五 南 方行 る
郡 部 糠 不清 畠は 九 部 明の
南 牧 五 と家 小
部 が 郷 な臣 佐

源 清源平藤源源 即ヽ・

頼 重頼氏原義家、頼義、
九

朝 奥を 朝‘ 亡滅 郷秀
年
の

羹 州藤 ‘ 奥陸 安倍 役
総原

大 奉泰 奥守陸 守頼
将 行衡 と時
軍 にを とな・
と 任亡 なり貞
な 命し る後任
る 奥 三を

州 年討
平 のつ
尽ケ 役

を
葛 鎮
西 疋t 
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大間町年表

建元 正 正弘文 建 貞 承
年武弘 中 和安永 長 応 久

年 万ロ
加ニ 間四一 元 元

三 i三ニニ 西

ニー一八七 四
暦四三 五六ニー四 九 二 九

鞄鞘 北畠 北畠 責名田 地の安東宗
こ 及に安東湊廻め泉親 氏
の ぶ築 の船北 の

国顕顕 部頭 こ とく国一式部衡領
家、家、 ‘職季 ろ し‘ ゜親に目をと土
満 をが 畠 う以の数が横いと 大

-洲部南奥陸 安渡の季高糠部 後子え制領うし 間
氏 ‘盛ら定すもて 町

と師守 浦に胃宇 安東 親れさるの統 お
貿行と を譲 十 ‘るれ ‘治 よ
易をな る 二 氏北

ヽ

凰 び
開北る 女゜郷 新 の部 奥 下
始゚ 子た、 城 下本 州 北
八 ・だ中 を 北城 津 族
新闊 郡 虎し、郷 築

半島 鶴ヶ 軽 と
門木木の 御、

＜ 十 称国 → 月1j 子rら 中
の崎 ＝ し 地

長代 に曾浜 統順 湊 名 方
がと 譲利、 治法 カゞ を の
五す る郷の 御 は寺 全 凰 史
世る へ、牧 一城 国 実
安東 ゜ 新つ、 0 を の 国
顕 渡ち湊 〇城 ＝ 親
元家 戸田以 年ケ 津 と
親 文屋下 に沢 七 改

建武 鎌倉
冗加 源
寇寇

喜の中 幕府
弘文

興滅 安永 公
日

ぶ のの 暁

役-役、、一 に
本

賠
殺

の
さ
れ

史
源
氏
実滅

び
る
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大間町年表

応文建 正 興 延
永中徳 平 国 元

四ニニ四三 二七三 ノ1ヽ, 冗-

9 ヤ 9 ●ヤ ~ ~ 

• 9 9 9 ,  ＝ ニ：9 - - -

九七七六六 ＇ ノ‘ 五五四 四 四四
七三一九八 七 七二八 七 五〇 八

足
利
義
満
、
金
閣
寺
を
建
立

を
殺
害
し
て
北
部
を
横
領
。
四
世
師
行
は
常
長
を
滅
ぼ
し
、
武

田
修
理
を
蠣
崎
に
、
赤
星
五
郎
を
田
名
部
の
目
代
と
す
る

南
部
師
行
、
北
畠
顕
家
と
も
に
泉
州
石
津
（
大
阪
府
）
で
足
利
足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
と
な
り
、
京
都
に
幕

尊

氏

に

敗

れ

戦

死

。

弟

の

政

長

が

南

部

家

を

継

ぐ

府

を

開

く

日
本
海
側
に
大
津
波
、
十
三
湖
埋
没

南
部
六
世
信
政
、
護
良
親
王
の
遺
児
良
手
王
に
下
北
の
地
を
割

き
、
順
法
寺
城
を
築
く

信
政
、
後
村
上
天
皇
の
御
旨
を
賜
り
、
八
幡
丸
（
良
手
王
）
を

北
部
王
に
奉
載
す
る

北
部
家
初
代
良
手
王
、
順
法
寺
城
（
城
ヶ
沢
）
を
修
築
し
入
城

北
畠
顕
家
の
子
守
親
、
陸
奥
守
と
な
る

良
手
王
、
順
法
寺
城
内
に
大
塔
山
阿
呼
寺
を
建
立

良
手
王
の
弟
宗
手
王
（
二
歳
）
を
託
さ
れ
た

新
田
義
宗
、
越
後
よ
り
海
上
を
敗
走
し
下
北
半
島
の
福
浦
（
佐

井
）
に
漂
治

義
宗
戦
死
し
、
宗
手
王
、
順
法
寺
城
に
入
城

良
手
王
甍
去
し
、
そ
の
子
手
義
が
二
代
目
王
家
を
継
ぐ

手
義
、
親
王
山
常
念
寺
（
大
湊
）
を
建
立

手
義
斃
去
し
、
宗
手
改
め
義
祥
が
三
代
目
を
継
ぐ
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大間町年表

大 文応 長 康 吉弓 ← 玉 文応
年永 明仁 禄 正 徳徳 女tら氷、

ニ八五元 二 五五
万ロ

9 - - -

五 四四四 四 四 四 四四 四四 西

ニ八八六 五 五 五 五五 四ー
暦二六三七 八 七 ＇ 四ー 八八ノ‘

宏田 恐順義祥な人の南 4 奥間蠣蠣継純義手
智屋 山法 るは案部・戸湊崎崎ぐ 義
緊熊 は寺王 松前 内政 貰太 に蔵蔵 ‘の
覚野 一城を で経 輸人人 目子
和神 時 ‘八 に佐 ‘南夫入 ‘信 代で 裔尚社 中錦桜戸 逃井勅部義 ‘す古蒙純 蠣四
、逗、生 断帯 げ越命 当る ‘ 崎代 町
吉ら 城山 ‘しで政地 ．蠣 蔵目 お
祥れ カゞ に 北に八秋に 靱崎

信人 義邦 よ山る
破壊 奉ず
部蠣戸田住 鞄に び

円 の崎湊にむ ・錦 純死 下
通 さる 地によ出 ロ帯 にし 北
寺 れへ は出り陣 シ城 謀

ヽ

を ‘長 再 ‘奥し アを 殺実 青
建 恐者 び錦戸湊 よ築 さ子 林＊ 

立 山山
八戸 城帯 上に 安東 り ＜ れ義 地

峰- 軍 ‘純 方
の 南を陸氏 馬

義祥 五が
の

寺 部攻 ‘と 数 史
も 氏略奥交 百 が代 実
壊 の ‘戸戦 頭 六目
さ 支蠣太貴 を 代を
れ 配崎

轟 目継
て と蔵夫 をぐ

足応 太
利仁 田
義の 道
政乱 潅
‘起

日銀こ 江
閣る 戸

本寺 城
を を

の
建 築
) ． 

＜ 
史

実

896 



大間町年表

天 元
正 亀

六四 元 —冗

五五 五 五五
七七 七 七七
八六 ＝ - 0 
7 5 蠣

川内 ・崎ぐ
20 5 八

盆 社郷の 大浦 幡宮を

為 八為勧
信 幡信請
浪 宮の
岡 勧を 統ー
城
を 請活
攻 動

崎 は
じ

嘉顕
ま
る

村
自
刃
し

蓋
織 7 
田室
信町 19

長‘幕府足

安滅利爵
土亡
城
を カゞ
築 織
き 田
移 信
る 長
に

悶
し

897 

永
禄
―
―1
0
 
一
五
五
三

一
五
六
〇

一
五
六
七
3

武
田
為
信
、
大
浦
為
則
の
婿
養
子
と
な
り
宗
家
を
継

一
八

一五四九

天 誓文
二 0 八 ：：：： 

五五 五 五
四四

九

天゚
台
宗
の
山
の
恐
山
を
釜
臥
山
菩
提
寺
と
号
し
、
曹
洞
宗
の
円

通
寺
の
別
当
所
と
な
る

6
•

三
戸
南
部
の
本
城
、
赤
沼
備
中
の
放
火
で
全
焼
し
歴

代
の
文
書
記
録
焼
失

猿
ヶ
森
八
幡
宮
造
ら
れ
る

8
.
2
5

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
、
種
子
島
に
着
い
て

鉄
砲
を
伝
え
る

7
.
3

ザ
ビ
エ
ル
、
鹿
児
島
に
来
航
し
キ
リ

ス
ト
教
を
伝
え
る

上
杉
謙
信
・
武
田
信
玄
、
川
中
島
で
闘
う

織
田
信
長
、
桶
狭
間
の
戦
で
今
川
義
元
を
破
る



大間町年表

慶 文 天

T 号長 禄 正

刀ニ 元 八 七 六三 〇七

暦西五 五五 五 五 五 五五 五五
九 九九 九 九 八 八八 八七
七 六四

゜
九 八五 二九

下
北
半
島
に
大
地
震
と
大
涅
波
。
こ
の
た
め
地
形
が
大
き
く
変

わ
っ
た
い
う

大
浦
為
信
、
秀
吉
よ
り
津
軽
三
郡
合
浦
一
円
統
治
の
教
書
を
得
、

以
来
津
軽
氏
と
称
す

南
部
信
直
・
津
軽
為
信
が
小
田
原
征
伐
に
参
加

三
戸
南
部
が
秀
吉
よ
り
和
賀
・
志
和
・
稗
貫
の
三
郡
領
有
を
認

め
ら
れ
、
居
城
を
三
戸
か
ら
九
戸
に
移
し
福
岡
と
改
め
る

文
禄
の
役
で
信
直
・
為
信
も
九
州
兵
を
送
る
秀
吉
の
巡
検
使
前

田
利
家
以
下
津
軽
来
国
、
津
軽
四
万
五

0
0
0
石
と
決
定

津
軽
為
信
、
本
拠
を
堀
越
城
に
移
す
。
田
名
部
に
徳
玄
寺
建
立

田
名
部
に
常
念
寺
建
立

為
信
、
浅
瀬
石
城
を
攻
略
し
津
軽
を
統
一

南
部
信
直
、
不
来
方
の
築
城
に
下
北
の
鉄
を
使
用
、
の
ち
不
来

方
を
盛
岡
と
改
め
る

家
滅
亡

6
.
1
5

猿
ケ
森
一
帯
大
津
波
、
家
屋
流
出
多
数

大
間
町
お
よ
び
下
北
•
青
森
地
方
の
史
実

奥
州
一
円
太
閤
検
地

6
.
2

織
田
信
長
、
本
能
寺
の
変
で
殺
さ
れ

る
。
四
八
歳

羽
柴
秀
吉
関
白
と
な
り
翌
年
豊
臣
の
姓
を
賜
る

H

本

の

史

実

898 



大間町年表

元
和

元 九八七 ノ‘ 八五 四三

『
＇ ＇ ノ『ヽ -ノLヽ- -ノ.L....‘ ＇ 9 9 

五五ノ‘ ノ‘ ノ‘ ノ‘ ノヽ ノ‘

00  九九
七 ノ＇‘ 五 四＝一 三〇 九八

南蛇字迎人鹿部村奥陸国卜 出大＝:/II 5 10 岩勤寺盛
部浦 畑 部畑陸内・人・ 木番へ岡
利に向に 利ににに 28 山武現城

直折に深村開 直達禅庵 大泉 大士三竣
‘戸法山 北‘ 津竜秋 三 爆の光エ

八神社呂神杜 と郡田 波寺田 陸 発往復 寺し
戸 神 な大間 名へ をの 地 し-信
根造社‘る 部現 建梅 方 冥にに直
城ら勧中 漁に大 立沌 に 暗夏葬移
のれ請の 師代安寺 氏 大 2 はる住
清る沢司し官 が地 夜 5 田

ヽ

心 に 馬信所- 佐 震ヽ 3 日 名部 10 
尼 猿宇をを 井 日‘月
か 田兵置建 に津 続冬．に

ら >彦衛が < 立 長波 くは盛福
下 福で 7 岡岡

北 部鹿村 寺田 日間城

ーを を部名 か 54 で
帯再 開 か里没
を 建本村 基に る 3
預゜→ 死 丁三
か田し 者 26戸
り名 移 千 間聖
の部匡 余 ‘寿

日 徳 大
大坂 幕府

2 ， 8 
光 ) 1 | 坂 幕・
山 霊 夏 冬よ 府 11 18 
東 の のり を
照 没 陣 陣キ 開徳関 豊

喜 で‘ リ く川ケ 臣
七 豊 ス 康家 原の

秀
序呂 四 臣 卜 士

ロ

さ 歳 氏 教 征戦 没
れ 滅 禁 夷い

ヽ

る 亡 止 大 ノ‘
A ヵ 将
が 軍 歳
出 と
る な

り
江
戸

899 



大間町年表

寛 元

年サ永 和
9 - 9 ヤー

八 七 六五四二〇九七六 二〇八六

- - - - 9 ., ． ーー『●

暦西＇ 
’←『- l ・ー」l...... 『・ I. I ・ I - ユー 『 1. I 

ノ‘ ノ‘ ノヽ ノヽノヽ ノヽノヽ ノヽ ノヽ ノ‘ ノヽノヽノヽ ノ‘

四 四
- - - - - ・ • • - - - -
・ ・ - - - ・ • 

- - - - - - -,  9 1 ――  

゜
九八七五三二〇九 五四二〇

南 岩へ飛南津 南盛南大畠異国 部奥脇女菊名
部 木現騨部軽 部岡部 へ戸野館池目
藩 山春高九藩 藩城重の間再に沢に正で

が 大日山牧
ヽ

三完直宝に興偲誤に法義取
寺 地神社 よのキ 戸成‘国東 八呂のり大間
杜 震 りうリ ‘し田寺伝庵 寺幡神社 子上

胃 - ＋ちシ 五南名部 ‘ 建宮 正げ町
ー奥夕 戸部 正建 立をを典るお

を 面戸ン ‘重通津立 ゜造勧
ヽ

よ
置 観牧を 八直を川 専る請田 び

＜ 音を処 戸 ‘巡の 乎又

嘉 下
を再罰 ま高視優塁 和 北
勧興 で水 尚 誓請 をよ が 青
ヽ

三り 建 五 と 杯木

奥 戸移 上． 戸 な 地
戸 郡る 村 る 方
若 の の

宮 郡 徳 史
観 と 玄 実
音 す 寺
建 る を
立 田

名

大噴 幕府ヽ
喜 乱原の島 極外大名

踏
み

火 絵
宗 成 始
門 がに ま 日
改 起参 る
め こ勤 本
役 る交
を 代 の
置 の
＜ 制 史
゜ を
北 ケ疋

実
海 め
道 る
駒
ヶ
岳

900 



大間町年表

承 慶 正
応 安 保

冗三ニエ 四三 元

゜• 9 1 ― 

＇ ／『ヽ- ／1 ヽ ／9ヽ -----1.....／‘ ＇ 
『

ノ‘ ／ヽ／‘ ノ‘ /‘ ノ‘

五 五五四四 四四 四 四 四
二〇九八 七六 五 四 二

0 田北滝大一蛇大老下南を南平正 南に野星南
0 名部 関山佐東浦畑部風部置部‘保 部塩辺
両 根に井異に南に呂九＜藩九国 領釜地
の通の稲の寅慈町両の牧 ‘艘絵 飢をのが
税力~神荷西が観の皇浄の 大間 泊図 饉築沿禁教
収ら明神社 村大音八宮土う がに ＜岸
と一宮 家畑を幡神庵ち 崎ぁ田 をの

な七へ造でに建宮杜を大 にげ名 厳た

る九大ら ゴ円立をを建間 船ら部 重め

八日れお祥 深造立牧 逗、土 れの
備警 屋尻

貫堂るし山 山る を 御見る港
九- ら大 か 再

。・
番 と

南尻労四再
さま 安寺

ら 興
所 i

匁〇建 還 部．
L- を 座 籍 大 藩倫の を建 畑

紫 祀立
ヽ

田．
根 る 人 大 名九
を 足

間
部通 艘泊

輸
ヽ

出
軽
奥 正・

し

゜
戸

津川 横浜
約

ヽ

人 大 辺・

の幕 田
作府 畑
製‘ の
を諸 永

命す 大名 代
． 盆貝ギ

るに
郷 を
村 禁

塁 止

胃
図

地

図ヽ

901 



大間町年表

寛 万
暦明 承応 年

文 治

四 ＝ 元 元 号

西＇ ＇ 
， 

＇ ← ， 
ノ1ヽ ノ1ヽ, ノ9‘ -ノ‘ ノ‘ ノ‘ ノ‘ /‘ ノ‘， 干

＇ 
， 

ノ，‘ 五 五五五ノ‘ /‘ ノ‘ ノ‘ 暦四 ＝ 

゜
八 七六四

蒲八塩重横上川金田佐重能城大畑 下部南奥大
野戸釜直浜喜方内谷名井直登ケ 風戸畑
沢藩成 神公・ にに部に公屋沢に 呂ヒにの
に 社‘佐井 熊稲通発‘長に本 にバ林橋高
法立を田 一野荷の信田右清寺門 稲江清 大
林二勧名泊九神神ヒ寺建名部 衛沢 荷戸山川 間
寺万請部-六社社バ 門寺を

神社へ出 信願寺 で
町

建石し薬に隻ををが立柳 ‘を建
造荷 砂鉄

お
立 ‘塩師着 ‘勧開全 町川建立 よ
盛焚堂く松前 請山国 高内立 ら をを び
岡きを 商 丘本 れ

建立ヽ 錬製
下

藩を造 船 品 に覚 る 北
二行営 七 と 神寺

基開 ＾ 三— 九う＾
， 

し 宮を : ノ‘
代
査

位ニエこ て
勧を 建立重 が ヌふ は戸 地

信 ‘院-' 
田 場 請 山- 方

八 嘉 田 の
万 大 伊 史
石 畑 浦 右 実
釣 ／ 衛
屋 ) 1 | 門
浜 内
に

武 京 1 

喜
都

明丸畠 ・
の 暦の 1 8 

腐 大
火 大上江

日

定嘉
で 火し本戸
羊白 -／て

本
居 死妙
炎 者寺

殉 上 ーか の

死 〇ら
史

を 万出

禁す
人火

実
＾ 振 、江ヽ

る
袖戸
火 城
事本

902 



大間町年表

延
r 玉

冗— 〇九 八 五

9 9 9 9 ， 『

ノ‘ ノヽノ‘ ノ‘/‘ ノ‘ ノ‘

七 七七 七六
r 

ノ‘ ノ‘

四 〇九 八 五

日
遊
が
佐
井
の
常
信
寺
を
開
山

南
部
藩
、
北
郡
田
名
部
通
を
検
地

諸
船
よ
り
船
税
を
徴
収
（
佐
井
浦
へ
上
方
船
一
六
隻
・
松
前
船

八
隻
、
奥
戸
浦
へ
上
方
船
四
隻
•
松
前
船
六
隻
、
異
固
間
浦
ヘ

上
方
船
二
隻
・
松
前
船
四
隻
）

湯
の
川
温
泉
を
開
発

南
部
、
下
北
の
地
元
民
の
木
材
伐
り
出
し
を
禁
止
し
一
三
か
山

を
「
御
留
山
」
と
す
る
。
田
名
部
一
円
か
ら
他
領
へ
の
紫
根
・

銅
・
牛
馬
の
輸
出
を
禁
止

田
名
部
郡
代
を
廃
し
代
官
所
を
置
く
。
七
戸
、
野
辺
地
に
も
代

官
所
を
置
く

関
根
村
に
八
幡
神
杜
造
ら
れ
る

重
直
公
、
田
名
部
神
明
杜
を
造
営
（
永
昌
院
）

円
空
、
下
北
半
島
に
足
跡
を
印
す
（
恐
山
の
円
空
仏
、
大
湊
常

楽
寺
の
如
来
像
、
佐
井
長
福
寺
の
十
一
面
観
音
像
等
）
田
名
部

に
万
人
堂
を
建
立

大
畑
湊
に
稲
荷
石
室
を
勧
請

東
通
、
田
屋
よ
り
大
平
に
阿
弥
陀
堂
を
移
し
、
願
求
院
を
建
立

砂
子
又
に
円
流
寺
を
建
立

河
村
瑞
軒
、
東
回
り
航
路
を
開
き
、
陸
奥
幕
領

年
貢
米
の
輸
送
路
を
開
発

河
村
瑞
軒
、
西
回
り
航
路
を
開
く

903 



大間町年表

貞 天 延
年

吉子 和 ；玉一~

元 元 七六四
万ロ

『 9 『
， 9 9 9 9 9 西

ノ‘ ノヽ ノ‘ ノ‘ ノヽ ／ヽ ／‘ ノヽ ノ‘
八 八八 八 七七七 七七

暦
四 九八六 五四

小創川正大万部南安ま尻大異蒲再田脇南木

目建内津間石ミ部渡る屋畑国野建名部 野部野
名 に川南に 領御 へ とに間沢 沢藩部
に 憶に家復川 大 牛正に村 のにが黒

大 念優のす内在湊 滝教寺 大に 大悦大平 森 大
山 寺庵婆オる二所- に 石稲 火心山 間
祇 ‘ シ ‘酒の 浦を神荷 で院 ‘に 町

神 佐をラ 奥屋兵 番建杜神 常を大玉 お
杜 井再様 戸数主 所立を社 念建畑垂 よ
を に建に ‘神 を 勧建 寺立を神 び
勧 法 ゜年号 南下社

至n几 云酢目 jーL 炎 船社 下
請 性主 部藩 北再 け 上 着を 北
寺神が で建

ヽ
湊勧

建社記 は 密 喜二
i-→李i目 青

立を載 新佐 貿 指 森
0 坦、A さ 田井 易 ＝ 定 地
関るれ 開ミ や 年 方
根 ゜て 発 盗 ／ 

の
橋 し‘ を大 伐 史
に る 推畑 等 /‘ 実
妙 進三 を 八

贔 し 取 ＇ /‘ 
て田 り

杜 十名 締 に

江
戸
で
大
地 日
震

本

の

史

実

904 



大間町年表

元
禄

五 ＝ ニー九八七六 二元四

~ 

9 9 9 9 9 ,  

七 七 ノ,ヽ1 ノ9ヽ- ノ1ヽ- ノ9ヽ- ノ9ヽ- ノ9‘. ー，- '---'--
ノヽノヽノ‘ ノヽノ‘

゜゚
九九九九九九 八八八 八八

゜
九八六五四三 九八七 六五

盛民盛船大間大畑大間領部南八脇城制野田大間 蛇丹伊こ

藩岡‘衆救済藩岡‘の出 ‘ に の 藩戸沢野沢ケ実施を 辺地名部 に 村浦 波の 屋勢 のこ

入奥代所官伊藤大飢饉 にに ‘通阿 稲に 行者良 安兵 下ろ飢の初り戸 町正神 ； 七の弥
饉ためをな 五 検堂明 檜陀

荷け 衛風
凶めて取どで左で断寺宮を 山庵 性が呂

作納滞領富内 り七き衛五を建 の法建 が奥温

減での 締ま淡る門‘万人庄屋立建創 檜也改を立 造異闘 戸泉
ら にに

収年家る船を 天が‘ ーめ
れる に 梅香浴客来八貢カ~ 着 妃餓肝 0゚ 山

万免ら湊馬死煎 山 守
俵ヽ 除借とネJI. を 一 光月崇山 る

り し権大名主 に五 寺を 徳寺餓上て 追人
死げ湊現と 回り を

建立 開基
苔ー る 役所 遷を 称改 剪出 置＜ 

万 を座 ゜
五置 し田

゜
き、 緬嘉

゜゚ 回 伐ヽ 、

赤 松 徳 喜穂 尾 J I l 
浪 芭 綱 靡士 蕉 吉、

霙
山

乳 生 大
の 類 噴

邸 誓 憐 火
に み
討 L- の
入 畜 令り を

＜ 皐

905 



五四

七七 七

〇九 七

田名部通の留山三八か山となる

原田に腰掛八幡宮、磯谷に八幡宮を創建

奥戸に春日大明神を勧請、春日神社を建立

大間の福蔵寺境内で古碑（納経碑）を発見

大
岡

誓
中ヽじ‘

相
ヽ

江
戸

>
と
な
る

霊
元

七

ノ＇‘ 
藩財政苦しく、大畑の古中津山を大坂商人天王寺弥右

衛門に五万五000両で一五年間立木伐採を許可

佐井の能登屋長左衛門、伊勢屋与兵衛が御入用金一〇

00両ずつ納付

ノ＇‘ 

七

＇ ノ‘

小沢に八幡宮を創建

徳

>ヽ
将
軍
と
な
る

牛滝に神明宮、長後に稲荷神杜、福浦に稲荷神社を創

建

正
徳

四元

七七

四一

大間野、奥戸野に野馬改め帳を作成。

大利に白山神社を創建

大間町年表

宝
永

ノ'、ニ―ー-冗-

9 T 9 ヤ

七 七七七
0000  
九六五四

佐井古佐井に道祖神が造られる。岩屋に岩見神社を創

建

南部藩、佐井伊勢屋より七000両借金

蒲野沢に八幡宮を勧請

奥戸に長弘軒建立

年弓~ 

西暦

大間町および下北・青森地方の史実

人

日

本

の

史

実
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大間町年表

元
文

’―- 9 

〇八 七 五四ニー ＇ ノ‘

’―――  

七 七七 七 七七七七 七
・ ・,  ・ 

, 9 - ,  

七 五三 〇九七六

5 部藩南大＜領南正材明異国間 脇下大四弁藩大一戸
み・ 間 内部津木神 野北間で財牧畑 0 数
の 7 • 一利仇．を 沢半島 村っ船大の三と
船 が奥 〇視 矢勧にに にち数間代官 名人
が尻郷戸 郡公に森請山脇に天大は野 ‘ロ
難労村の を ‘大大 神沢狼妃間一の所田は
風浦制牧 三脇明明 堂寺多大五八馬を名大
でみを場

三通 野沢神建神建
‘建く権‘ 数廃部間

破と施で 大立捕現奥元五止二三
船ち＜狼 り神立立 間 獲祠戸の七 三六
JI I 狩 に明 村 をを二ぅ頭 二軒
沖 り 分宮 に 奨建- ‘ 四・
で‘ けを 新 励立 大ち 奥 軒四
羽 ‘建 田 間戸・七
州 —上 市 一野ニー
酒 五 左 ご五 万-」名、
田 か 衛 、八

ノ‘

米 所 門 天頭 七奥
に カゞ 当‘ 九戸

＝ 貸 百 小田 五六
滝 回名 名五

所 稲 船部 軒

闊 を 荷 ー通
置 大 三の

評
ク疋

所
に
目

篇
を
置
＜ 

907 



宝延 喜暦享

加ニ 二刀 五

七七 七七 七
五四 四四 四
． ノL..‘ 

゜

大間町年表

元

号年文

四三

七七 西暦

九八

蛇
浦
で
鮫
漁
盛
ん
に
な
る

大
畑
の
代
官
所
が
復
活
し
関
根
か
ら
長
後
ま
で
の
一

0
か
所
を

治
め
る

大
畑
代
官
所
、
再
び
廃
止

南
部
藩
が
田
名
部
通
の
檜
山
全
部
（
二

0
0
か
山
）
を
藩
有
林

に
指
定

下
風
呂
の
自
由
寺
を
大
安
寺
三
世
完
逐
隠
退
後
創
建
。
大
間
に

地
蔵
庵
建
立 大

間
町
お
よ
び
下
北
•
青
森
地
方
の
史
実

5

8

尻
労
浦
小
沼
沖
で
羽
州
米
一
九
四
〇
俵
積
み
の
船
が

難
風
で
破
船

7
・
米
―
―
ニ
―
九
俵
積
み
の
船
が
大
間
浦
弁
天
島
陰
と
風

船
岩
に
激
突
し
破
船

尻
労
浦
難
船
の
処
慣
優
秀
に
つ
き
田
名
部
代
官
田
内
権
左
衛
門

に
目
録
金
三

0
0疋
賜
る

田
名
部
通
七
湊
の
問
屋
議
定
書
が
で
き
る

南
部
利
視
公
、
下
風
呂
で
湯
治

ロ
シ
ア
船
が
大
間
海
岸
に
出
没

工
ゾ
大
島
の
大
爆
発
に
よ
る
大
津
波
で
死
者

四
六
七
人

日

本

の

史

実
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大間町年表

慶 明
和

九三 二七 冗一

゜
ノ＇‘ 五

七七 七七 七七 七 七 七
八七 七七 ノ1ヽ. ノI‘ ・ 

ノ‘ 五 五
〇四 三〇 四一

゜
/『‘ 五

12
・
大
間
鰯
網
仲
間
儀
定
書
を
作
成

馬
匹
調
査
で
藩
有
九
牧
場
の
総
頭
数
七
―
一
頭
、
う
ち
大
間
野

―
―
二
頭
、
奥
戸
―
二
七
頭

南
部
四
大
飢
饉
の
一
（
餓
死
者
四
万
九
五
九
四
人
）
の
う
ち
田

名
部
通
の
餓
死
者
一
四
四
人

南
部
領
は
凶
作
飢
饉
で
死
者
六
万
人
余
、
他
領
逃
亡
者
四
万
人
、

死
馬
二
万
頭

南
部
藩
、
田
名
部
の
檜
山
制
度
を
改
正
し
、
二

0
八
か
山
を
留

山
と
す
る
。
こ
の
留
山
制
で
失
業
者
が
増
え
林
業
か
ら
漁
業
へ

転
向
、
蝦
夷
地
へ
の
移
住
者
が
増
え
る

佐
井
の
百
姓
が
多
数
松
前
に
渡
り
、
江
差
に
佐
井
町
を
つ
く
る

田
名
部
通
の
馬
数
二
四
―
―
一
頭
、
牛
数
三
五
五
八
頭
、
大
間
野

と
奥
戸
野
の
馬
数
は
そ
れ
ぞ
れ
九
一
頭
に
滅
る

南
部
藩
の
幕
府
御
用
金
二
万
七

0
0
0両
賦
課

南
部
藩
が
野
辺
地
、
七
戸
、
五
戸
、
田
名
部
の
住
民
に
御
用
金

を
課
す
。
田
名
部
通
は
一

0
0
0両

田
名
部
通
に
疫
病
流
行
し
脇
野
沢
村
だ
け
で
一
―
六
人
死
亡

大
間
戸
数
七
―
一
軒
・
人
ロ
一
二
三
三
人
、
奥
戸
戸
数
八
三
軒
・
人

口
五
二
八
人
。
大
畑
四

0
0軒
、
田
名
部
三
五
四
軒
、
安
渡
一

―
一
八
軒
、
川
内
二
八
―
一
軒
、
脇
野
沢
一
八
七
軒
、
佐
井
一
三
八

前
野
良
沢
、
杉
田
玄
白
が
「
解
体
新
書
」
刊
行

幕
府
、
武
家
諸
法
度
を
頒
布
す
る
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大間町年表

篇
寛 天

年
政 明

万ロ
冗— 九

， 
五 四四三ノ‘

八 八八 七 七 七 七七七
西

゜
00  九 九 九 九八八

暦- 0 七 四 ~ ニ四三

嘉大村間り盛佐井一伊能忠 大間禄大渡越 3 家菅江部南部南軒兵 〇 高間米後ゴ．に ‘ 
衛 帆出負藩新岡 1月 に八二 か天 23泊真大飢 四蛇
屋問 館箱間 二敬津六六 ら妃 ゜澄 大飢 浦

ー田波斜軒 奥縁菅江 ゴ‘饉 三 裔‘ 日名胃 七‘ 戸起 牧エが饉八
篇旦 如の佐井 升禄高 をL 真枯名ゾつの軒 町
神丸 航 ー 通を澄地づ一‘ お
路↓測を 合五 つ書がれ福き ‘異国間 よ
奥を開下 八 てく大間 L 山人翌 ぴ

作右. く風 量゚ 斜九 大間 を の肉四 下
戸呂 浦 著 東相年六 北
の 斗‘の泊食ま八

閂、 伝喜 °月 三 異国問 天す川むで軒 塁一 升 祠妃よ惨に‘
奥戸治 5 三 奥り状四下 地
が 合゚ の 万風 方
造 日 下霊戸人呂 の

閏り、 轟間 奥風験に余五 史、 戸呂を入が五 実

安兵奥 ん井 五へ見り餓軒戸 〇神込‘死
衛浦 軒輿ん小
・よ がで谷

める 館箱 伊麿 L府近 闘
に の藤重 山
蝦 敬標 蔵ヽ 大

塁 ‘柱 噴
日蝦を工 火

行 夷建卜
本設 地てロ

置 をるフ
の゜ 測 島

の 量 に
史ち _1 

箱 大
実

＇ 
日

土
と 土
改 呂

910 



大間町年表

文
化

五 四 元

八 八 八

゜ ゜゚八 七 四

田
名
部
通
二
四
村
・
六
五
枝
村
で
二
八
八
六
戸
、
大
間
四
四
軒
、

奥
戸
―
二
九
軒
（
本
村
九
六
、
材
木
三
三
）
、
蛇
浦
四
三
軒
、

佐
井
一
七
二
軒

箱
館
奉
行
戸
川
筑
前
守
様
御
発
篤
御
通
行
御
心
得
回
に
よ
り
、

三
月
一
―
七
日
午
上
刻
田
名
部
、
四
月
ニ
―
日
大
畑
・
異
国
間
、

―
―
―
一
日
大
間
休
、
佐
井
泊

蝦
夷
地
警
備
の
人
士
往
来
の
た
め
沿
道
の
北
郡
郷
民
の
負
担
が

重
く
、
検
断
・
宿
老
が
救
済
方
を
南
部
藩
に
訴
え
る

大
佐
井
口
に
八
幡
山
道
柑
神
が
祀
ら
れ
る

こ
う
ぎ
ゃ
く
に
ん

公
貴
君
子
、
中
野
沢
よ
り
佐
井
ま
で
通
行
し
米
五
〇
俵
を
駅
々

に
賜
る

幕
府
目
付
遠
山
金
四
郎
、
普
謁
役
最
上
徳
内
の
一
行
、
賑
々
し

＜
佐
井
を
通
る

大
間
に
大
津
波
、
村
中
に
海
水
が
あ
ふ
れ
る
西
蝦
夷
地
を
幕
府

直
轄
地
と
し
南
部
・
津
軽
両
藩
に
警
備
が
命
ぜ
ら
れ
る

ロ
シ
ア
船
、
蛇
浦
沖
に
出
現

大
間
に
大
砲
台
場
五
か
所
を
設
け
る
。
大
間
八
、
材
木
一
、
大

間
蜂
煙
台
一
を
含
む
大
砲
三
七
挺
を
北
郡
の
各
砲
台
に
備
え
る

大
間
湊
は
北
辺
警
備
の
た
め
箱
館
に
渡
る
要
津
と
な
る

大
畑
代
官
所
、
三
た
び
開
く

911 



文
政

元四

~ ~ 

八八

八七

大畑・大間・奥戸・佐井・牛滝・川内・安渡を湊と称

し、易国間・大平を浦とする

盛
岡

藩

塩
の

嘉
を

塁

―一月、南部藩を盛岡藩と改める ＝ 

八

ノ‘

大畑の代官所を廃し新たに「北浦番所」を憶き、ロシ

ア船の監視にあたる

菊池駿河が大間、蛇浦の社司となる

目名不動院、放火で焼失

八八

五四

奥戸若宮観音の正面地に稲荷神社建立

下北の農民、新税免除を訴える

八゚

ニ

佐井の松谷回船問屋全盛を誇り、松谷伝四郎が苗字帯

刀を許される

――一月、関根理右衛門、下風呂仁兵衛、易国間勝兵衛、

蛇浦宇兵衛、大間弥兵衛、奥戸七右衛門、牛滝勘兵衛、

佐井文治の各肝煎と大畑検断の伝蔵が一揆に及ぶ

大間町年表

九八口

八八八
- - 0 
ニー九

9.6字曽利山で開基慈覚大師九五0年の供養会

4.5津軽米積船、大間沖で難破

痘中
を川

行う 五郎

次
ロ
シ
ア
よ
り

賃
ヘ

昌
し

種

下北巡回の藩主利敬侯、異国間を易国間と改めさせる

大間で洪水、奥戸の大火で七五軒焼失

間
宮
林

蔵

樺
太
を
探
検
し
間
宮
海
峡
を
発
見

暦西

大間町および下北・青森地方の史実

蝦夷地警備の功により南部藩二0万石となる

日

本

の

史

実

912 



大間町年表

了八四

一八四

天
保

九八 五三一 八

八 八八 八八八 八
四

゜
八七 四二八 五

田
名
部
通
の
俵
物
生
産
は
イ
リ
コ
八
五

0
0斤
、
干
飽
―
二
万
斤

3
.
3

佐
井
伊
勢
屋
の
飛
び
火
で
長
福
寺
炎
上
（
弘
化
二
年

本
堂
再
建
）

佐
井
の
法
性
寺
、
類
焼
（
翌
年
再
建
）

盛
岡
藩
よ
り
田
名
部
藩
へ
御
用
金
八

0
0両
仰
せ
つ
か
る

天
保
の
大
飢
饉
（
南
部
四
大
飢
饉
の
一
で
七
年
間
つ
づ
く
）

下
北
一
円
の
凶
作
で
佐
井
村
の
窮
迫
ひ
ど
く
、
軒
数
七
六
に
減

る
（
磯
谷
は
七
軒
）
。
八
戸
藩
で
百
姓
一
揆

奥
戸
で
奥
川
栄
光
が
寺
子
屋
を
開
く

大
飢
饉
で
疫
病
流
行

南
部
領
大
飢
饉

田
名
部
檜
山
大
火
事
、
江
戸
城
西
丸
建
築
用
材
一
万
本
と
延
鉄

三
万
貫
の
献
納
を
中
止

田
名
部
通
の
租
税
は
以
下
の
通
り
。
真
木
御
礼
銭
・
漁
船
御
役

銭
・
炭
釜
御
役
銭
・
温
泉
御
礼
銭
・
昆
布
取
船
御
役
銭
•
海
川

運
上
御
役
銭
・
小
鱈
御
役
金
・
船
問
屋
御
礼
金
•
他
領
入
酒
御

礼
銭
・
合
薬
御
礼
銭
・
馬
喰
冥
加
銭
・
檜
皮
他
領
出
御
礼
銭
・

他
船
往
来
御
役
銭
・
塩
釜
御
役
銭
・
売
船
御
役
銭
・
惣
牛
馬
御

役
銭
·
昆
布
海
苔
御
礼
金
•
田
名
部
諸
湊
間
尺
役
御
礼
金
等

水野忠邦、天保の改革

幕府、異国船打ち払い令を改める

ア 江大 江シ 喜ヘ 戸塩 戸 1
ン 城平 でボ

ヽ

戦
西丸炎 八郎‘ 

米ル

［ 魯 価ト

騰が急 事件起し`•• 上大 打
る 坂 ち

で しこ 払
！ 乱 米る vヽ

を の 令
八 起 買 を
四 し•一 Vヽ

摩す 占

｀ め
を
禁
止
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大間町年表

文万 羹 嘉 弘
年

久延 永 化

ー冗冗 五 --＝ ニ四 元
号

ニハ

~ ~ ~ ~ 

八八八 八 八八 八 八八 八
西

9 9 ,  

五 五五 五 四四 四ノヽ ノヽ ノ‘ 暦
ニー 0 八 --

゜
九七 四ノ‘..::::

26・4大竜間に 佐I出身I 
四 4 4 尻新佐井村間易国諸島島 松大間 植盛0 ・・労渡の 浦え岡

代大村間 1716の戸 昆間 武にさ部辮南
南 台十の布のを四地せ

恐神の
部藩王に易国間易国間築場造 次法な能調郎‘ 蔵る 裔山堂田 イ 郎性ど登査堂

で建沢 ギ が寺海屋し三建 養蚕 町
ー立春 利リとへに大間で産物が大畑 度立 お
千 堂 剛ス蛇イ成寺弁北 を よ
年 ら 侯人浦ギ功・屋子や天に地 奨 び
祭 が ‘ーヘリ 佐井 檜材 丸渡探 励 下
箱 大間 0 アス 開 をる検 し 北

！ 
人メ人 ・設商をヽ 所有 に ； 
沖‘リ六易闘 向 : で奥力人 っしか に
砲戸人上 ‘ いヽ 地

＾ 喜ヽ
艦材が陸

> ゜
方

演木九 大 贋 本 の

習へず人 畑 以 史
を六 上 実

を 行ヽ 人つ 脇 磯 択 の
設 っ上上 野 谷 促 魯置 陸 陸゚ 沢

大 千 を

桜 9 日
総米 使米

田・米
門 7 修

領事 ペリ
外 好

変の 安政大の 約通商条

ハ 1
8 

リ浦

スヽ 賀 本
ヘ

獄
下田 航来 の

は
じ 駐

史
ま 在
る

実

914 



大間町年表

元
治

慶
応

明
治

四 元 三二元 元

一
八
七

一
八
七

0

一
八
六
九

一
八
六
八

一
八
六
五

一
八
六
六

一
八
六
七

一
八
六
四

10

イ
ギ
リ
ス
商
船
ア
ス
モ
ー
ル
号
が
大
間
弁
天
島
で
破

八ロ舟
大
間
ー
箱
館
、
佐
井
ー
箱
館
間
が
開
航

南
部
領
凶
作
で
百
姓
一
揆
起
こ
る

大
間
奥
戸
両
牧
の
馬
数
は
、
大
間
が
父
一
・
母
六
四
・
総
数
一

0
四
頭
。
奥
戸
が
父
一
・
母
九
一
・
総
数
一
四
一
一
頭

1
2
.
2
4

南
部
藩
、
朝
廷
に
降
伏
。
北
郡
、
三
戸
郡
、
五
戸
郡

の
取
り
締
ま
り
は
津
軽
藩
と
な
る

大
間
と
奥
戸
に
肝
人
一
人
ず
つ
置
き
、
村
政
を
と
ら
せ
る

田
名
部
通
は
津
軽
藩
に
反
対
し
、
数
千
人
が
越
訴
し
て
成
功
す

る
。
津
軽
藩
に
代
わ
り
黒
羽
藩
（
上
野
国
）
が
三
郡
の
取
り
締

ま
り
を
命
ぜ
ら
れ
る

1
1
.
2
8

松
平
慶
二
郎
（
容
大
）

11-
歳
11
に
陸
奥
国
斗
南
藩

三
万
石
を
賜
与

3
.
2
7

山
川
大
蔵
、
斗
南
藩
の
執
政
職
を
命
ぜ
ら
れ
る

5
.
1
5

松
平
容
大
、
斗
南
藩
知
事
に
任
命

6
・
大
間
、
佐
井
に
斗
南
藩
士
移
住

2
.
1
8

斗
南
藩
主
仮
館
は
田
名
部
円
通
寺
、
藩
庁
日
新
館
も

五
戸
よ
り
田
名
部
へ
移
る
。
青
森
よ
り
佐
井
・
大
間
に
斗
南

4 1 12 9 1 
創．．．

4 24刊 8 19 27 

郵
便
制
度
の
誕
生

戸
籍
法
制
定
、
明
治
五
年
―
一
月
一
日

国
旗
「
日
の
丸
」
制
定
布
告

平
民
に
苗
字
許
可

日
刊
紙
の
第
一
号
「
横
浜
毎
日
新
聞
」

ま
る

1
.
2
3

薩
長
土
肥
の
四
藩
、
版
籍
奉
還

3
.
2
8

首
都
を
東
京
に
移
す

5
.
1
8

榎
本
武
揚
投
降
し
戊
辰
戦
争
終
わ
る

蝦
夷
地
を
北
海
道
と
改
め
る

7
1
7

明
治
維
新
、
江
戸
を
東
京
と
改
め
る

会
津
若
松
城
開
城
降
伏
、
野
辺
地
戦
争
は
じ

全
国
的
に
一
揆
、
打
ち
壊
し
起
こ
る

徳
川
慶
喜
、
大
政
奉
還
。
王
政
復
古
の
令

箱
館
に
五
稜
郭
完
成

長
州
征
伐
は
じ
ま
る
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大間町年表

明

＇乃「治

五

八 西暦
七

大
間
町
お
よ
び
下
北
・
青
森
地
方
の
史
実

藩
御
用
達
の
蔵
米
五
五
〇
俵
仕
向
け
る

5
ー

6

松
平
容
大
（
三
歳
）
移
住
藩
士
激
励
の
た
め
下
北
半

島
を
巡
回

6
.
1
6

容
大
、
佐
井
本
陣
能
登
屋
に
逗
留

7
.
2
0
i
B
会
津
藩
主
松
平
容
保
、
函
館
よ
り
佐
井
に
渡
り
大

間
・
大
畑
を
経
て
田
名
部
到
着

8
.
3

斗
南
藩
は
斗
南
県
と
な
る
（
他
に
弘
前
県
・
黒
石
県
・

七
戸
県
・
八
戸
県
・
館
県
）

8
.
2
5

松
平
容
保
・
容
大
・
喜
徳
の
三
人
が
田
名
部
よ
り
東

京
へ
移
住

9
.
4

七
戸
・
八
戸
・
斗
南
・
黒
石
・
館
の
五
県
を
弘
前
県

に
併
合
し
、
田
名
部
に
出
張
所
、
大
間
に
分
局
を
置
く

9
.
2
3

弘
前
県
を
青
森
県
と
改
め
、
本
庁
を
青
森
に
移
し
、

田
名
部
出
張
所
を
支
庁
に
、
大
間
分
局
は
出
張
所
と
な
る
。

大
間
戸
長
は
田
中
元
長

ー
・
大
間
・
奥
戸
・
蛇
浦
・
易
国
間
・
下
風
呂
・
大
畑
・
長

8
.
3

後
の
男
子
、
田
も
漁
も
少
な
く
大
半
が
北
海
道
へ
出
稼
ぎ

9
.
1
2

2
・
壬
申
戸
籍
で
大
間
七
七
戸
四
五
三
人
、
奥
戸
一
六
八
戸

1
1
.
9

九
七
三
人
、
計
二
四
五
戸
一
四
―
―
六
人

学
制
を
頒
布

新
橋
・
横
浜
間
に
鉄
道
開
通

太
陰
暦
を
廃
し
太
陽
暦
を
採
用

日

本

の

史

よ
り
実
施
（
壬
申
戸
籍
）

5
.
1
0

両
を
改
め
円
、
銭
、
厘
の
単
位
確
立

7
.
1
4

廃
藩
置
県
（
三
府
三

0
二
県
）

1
1
.
1
2

山
川
捨
松
、
津
田
梅
子
ら
五
人
、
日

本
初
の
女
子
留
学
生
と
し
て
米
国
へ
出
発

実
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大間町年表

七 ノ‘

一
八
七
四

一
八
七

7

1

大
間
の
熊
谷
権
四
郎
宅
で
郵
便
業
務
開
始

3

1

大
区
小
区
制
に
よ
り
、
本
県
は
一

0
大
区
二
九
小
区

と
な
る
。
下
北
は
第
六
大
区
。
大
間
・
奥
戸
•
佐
井
・
長
後
・

蛇
浦
・
易
国
間
の
六
か
村
を
併
合
し
て
第
六
大
区
第
四
小
区

と
し
、
戸
長
を
薗
い
て
大
間
に
戸
長
役
場
を
設
け
、
各
村
に

用
係
を
渥
く
。
戸
長
に
木
村
重
孝

5
.
2
3

大
間
稲
荷
神
社
に
天
妃
神
を
合
祀

6
.
1
1

尻
屋
灯
台
起
工

7
.
1

大
間
小
学
校
開
校
、
生
徒
数
―
―
―
六
人
主
座
教
貝

田
中
元
長
、
教
員
・
中
条
忠
信
（
阿
弥
陀
寺
住
職
）

7
.
8

川
内
小
学
校
開
校

7
.
1
0

田
名
部
小
学
校
開
校

7
.
1
1

大
畑
小
学
校
開
校

7
.
2
3

大
間
稲
荷
神
杜
に
金
比
羅
神
を
合
祀

9
.
1
5

蠣
崎
大
火
、
八

0
戸
焼
失

2
.
5

遁
卒
を
廃
し
巡
査
を
置
く

5
.
1
5

蛇
浦
小
学
開
校

6
.
2
0

奥
戸
小
学
開
校

1
0
.
2
7

易
国
間
小
学
開
校

1
0
.
3
0

下
風
呂
小
学
開
校

8
.
2
9

学
校
制
度
の
制
定
に
よ
り
官
・
公

私
立
学
校
の
別
が
明
確
に
な
る

男
女
混
浴
の
禁
止

自
由
民
権
運
動
起
こ
る

郵
便
は
が
き
発
売
、

一
枚
半
銭

1
1
0

徴
兵
令
発
布

7
2
8

地
租
改
正
条
例

9
.
1
5

祝
祭
日
を
定
め
休
日
と
す
る

元
始
祭
・
新
年
宴
会
・
孝
明
天
皇
祭
・
紀
元

節
・
神
武
天
皇
祭
・
神
昔
祭
・
天
長
節
•
新

昔
祭

•1 2
 
ー
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大間町年表

明
年

治

゜
九 八

万ロ

八 八 八 八 西

七 七 七 七
暦八 七 ＇ 五ノ‘

10 4 9 10 4 3 2 6 林青森大間 11 ・ノ1、. ． 分・ ・る・ 九・署 ・
30歳 署 1820 1 25 人 の県・
て‘ を

易国‘ 北 -前身 林大区 館函間 佐井郡制 上京 大間 置く 大間 屋尻佐井 六最初 裔
を 村 ^ ・灯小 大区の

ー間道ヘ海 署大船渡小学 町
施 の 五大畑 台磯

大間の 会議県
ぉ

行 青 誓警 竣谷 ーの 畑ー校開 よ
し、 ・エ分

二人 稼出 小八 ぴ
重
三 川内 同‘ 教場開

・開 林隻 下
郡 功 奥く ‘ぎ 区‘ 北
役 _T 六 ・夜 戸 蛇は

署奥戸出 客郵旅使所 塁 分田よ設 は 浦佐 匹称
署-'名部 点り 四 六井

郡 喜 小 地
長 に火 区 人四 張輸 方
を L-

野 ‘’ 所送 のノ‘
置 を 辺 ＇ 長人 設に 史ノ‘
＜ 胃 地 か 後‘

＾置従事
実

゜

＇ 
g 三奥

点 し ノ，ヽ 戸一 大
に 人一 間

小 の 入 八 営

9 4 1 3 11 5 
•北に・

24 12 15 28 5 千島 調 7 

西郷降 束帝京国 西南
廃徴兵 を 印゚ ロ

日刀 入日シ

令発令改 手本ア 本

盛刃自‘ 大学創 起戦争こる

はと
布正

樺太樺→ の
で

［ 
の太

史五立
権利を 千交島

゜ 実歳 丘ノ‘ 
と
放棄し 約換条な

る
ヽ L-
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大間町年表

＇ 五/‘ 

八 八
八 八

一
四

一
八
八

3
2
0

上
野
動
物
園
開
園

1
0
1
0

日
本
銀
行
が
営
業
開
始

日
本
の
人
口
三
六
七

0
万
0
1
―
八
人

6
.
3
0

輸
出
入
物
品
及
び
商
船
出
入
調
の
規
則
を
発
令
。
左

7
.
2
0

最
後
の
右
大
臣
岩
倉
具
視
逝
去
、
五

の
港
で
事
務
取
扱
い
を
行
い
、
商
船
を
厳
重
に
調
査
し
た
。
九
歳

大
湊
・
川
内
・
脇
野
沢
・
大
畑
・
大
間
・
佐
井

1
1
.
2
8

東
京
麹
町
に
鹿
鳴
館
開
館

7

1

下
北
を
五
組
に
分
け
、
組
戸
長
役
場
を
設
置
（
翌
年

一
八
八
〇
一
大
間
七
九
戸
四
九
八
人
、
奥
戸
一
六
九
戸
九
五

0
人

区
を
廃
止
、
田
名
部
に
下
北
郡
役
所
を
置
く

一
八
七
九
一

6
.
5

大
間
と
蛇
浦
の
両
村
が
鎧
島
を
境

と
す
る
採
藻
契
約
を
結
ぶ

6

4

東
京
招
魂
社
を
靖
国
神
社
と
改
称

6

コ
レ
ラ
が
全
国
に
蔓
延
し
死
者
一
〇

万
人
に
達
し
た

1
1
.
3

イ
ギ
リ
ス
人
フ
ェ
ン
ト
ン
作
曲
の

「
君
が
代
」
を
初
め
て
天
皇
の
前
で
演
奏

束
京
神
田
で
一
月
に
一
万
一

0
0
0戸
、
一

一
月
に
七
七

0
0戸
を
焼
く
大
火

1
2

北
通
り
の
戸
数
と
人
口
は
正
津
川
―
一
九
戸
六
九
四
7
•

初
の
生
命
保
険
会
社
（
明
治
生
命
）

人
、
大
畑
五
三
一
戸
二
七
七
七
人
、
下
風
呂
七
七
戸
四
八
三
開
業

人
、
易
国
間
八
七
戸
五
三
五
人
、
蛇
浦
五
八
戸
三
―
二
人
、

大
間
八

0
戸
四
九
四
人
、
奥
戸
一
七
二
戸
九
五
一
人
、
佐
井

二
三
三
戸
一
四
九
二
人
、
長
後
六
三
戸
四
七
四
人
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大間町年表

二
0

一
八
一
九

明
治
一
七

年

号

一
八
八
七

一
八
八
五

一
八
八
六

一
八
八
四

西

暦

7

ロ
シ
ア
船
二
隻
大
間
沖
に
出
現
。
ロ
シ
ア
艦
隊
が
尻

屋
沖
で
汽
船
「
高
島
丸
」
を
撃
沈

9
・
大
間
の
佃
栄
太
郎
が
鰈
漁
の
道
具
を
発
明

1
1
•

第
四
組
戸
長
役
場
を
廃
し
、
大
間
他
五
か
村
戸
長
役

場
を
大
間
に
設
岡

2
.
2
0

大
間
小
学
校
全
焼

1
2
2
2

初
代
総
理
大
臣
に
伊
藤
博
文
が
就
任

5
.
1
0

大
間
・
奥
戸
と
も
尋
常
小
学
校
と
な
り
修
業
年
限
四

4
1
0

学
制
が
施
か
れ
、
小
学
校
の
義
務
教

年
。
大
間
小
男
二
九
人
、
奥
戸
小
男
三
八
人
、
女
四
人
育
制
が
初
め
て
提
示
さ
れ
る

七
ー
―
一
月
、
下
北
郡
内
で
コ
レ
ラ
患
者
四
九
一
人
を
出
す
日
本
の
人
口
三
八
一
五
万
―
ニ
―
七
人
、
戸

12
・

下

北

地

方

、

米

田

九

％

、

稗

田

九

一

％

数

七

七

二

万

七

六

一

0
戸

1
・
大
間
に
ラ
ン
プ
点
灯

8
.
1
9

関
東
・
東
北
一
帯
で
一
〇
一
年
ぶ
り

田

中

元

長

が

大

間

他

五

か

村

の

戸

長

と

な

る

に

皆

既

日

食

9

大
間
尋
常
小
学
校
校
舎
新
築
（
現
在
役
場
の
あ
る
東
京
i
仙
台
間
に
鉄
道
開
通

6
 

県
議
会
議
貝
選
挙
の
下
北
有
権
者
は
田
名
部
一

0
人、

奥
戸
三
人
、
大
畑
一
人
、
下
風
呂
一
人
、
川
内
二
人
の
計
一

七
人

大
間
町
お
よ
び
下
北
・
青
森
地
方
の
史
実

-
0月
廃
止
）
。
第
四
組
長
役
場
を
大
間
に
置
き
、
易
国
間

蛇
浦
・
大
間
・
奥
戸
•
佐
井
・
長
後
を
管
轄
、
戸
長
は
木
村

重
孝

各
地
で
困
窮
農
民
の
暴
動
ひ
ん
発

日

本

の

史

実
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大間町年表

一
八
九
〇

一
八
八
九

1
1
.
2
2

東
奥
日
報
社
創
立
、
翌
月
六
日
「
東
奥
日
報
」
第
一

号
発
行

1
1
.
2
5

青
森
治
安
裁
判
所
大
間
出
張
所
開
設
（
武
内
伝
兵
衛

宅
↓
伝
法
分
太
郎
宅
）

2
.
1
2

田
名
部
警
察
署
大
間
分
署
長
に
石
川
久
治
就
任

3
・
大
間
・
奥
戸
両
村
に
村
営
の
隔
離
病
舎
を
新
設

4
•

町
村
制
施
行
に
よ
り
易
国
間
・
蛇
浦
に
下
風
呂
を
加

え
て
風
間
浦
村
に
、
佐
井
と
長
後
は
佐
井
村
に
、
大
間
と
奥

戸
が
合
併
し
て
大
奥
村
と
し
、
村
役
場
を
奥
戸
の
小
谷
辰
之

助
宅
に
置
く
。
大
間
、
奥
戸
の
二
区
を
設
け
て
自
治
体
の
領

域
と
す
る

7
.
1
5

村
長
に
高
畑
熊
三
郎
就
任

5

7

府
県
制
、
郡
制
を
公
布

地）
こ
の
こ
ろ
、
大
間
の
回
漕
業
者
は
若
狭
屋
、
蛯
子
修
吉
、
山
崎

屋
、
伝
法
屋
、
淡
路
屋

大
間
戸
数
七
九
戸
、
人
口
五
三
八
人

一
八
八
八

1
.
2
8

大
間
に
田
名
部
警
察
署
大
間
分
署
を
置
く
（
大
奥

風
間
浦
•
佐
井
を
管
轄
、
山
本
慶
次
郎
宅
）

1
.
2
2

改
正
徴
兵
令
の
公
布
に
よ
り
国
民
皆

兵
制
と
な
る

2
.
1
1

大
日
本
帝
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
る

2
.
1
1

文
相
森
有
礼
が
胸
を
刺
さ
れ
翌
日
逝

去
、
四
三
歳

富
山
で
米
騒
動

1
2
.
2
4

山
県
有
朋
内
閣
成
立

7

1

衆
議
院
第
一
回
総
選
挙

4
2
5

市
制
•
町
村
制
公
布

4
3
0

黒
田
清
隆
内
閣
成
立

5
2
9

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
発
売

7
.
1
5

会
津
磐
梯
山
が
大
噴
火
、
四
四
四
人

の
死
者
を
出
す
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大間町年表

明 年
治

万ロ
七

， 
五 四ノ‘

八 八 八 八
西

九 九 九 九 暦
四

大 6 7 4 11911101010 ， 
間・ す・科・四四ニ・ ．の・

ラ が •四八 1 25 29 14 13架 26
イ で 至n几又

ー下 ン下き大％九八下東第野田田工館函 裔戸北 -北る間 ％ ％北北一辺名部名部事完

五七 半島
郡小大 ‘郡本回地 大 町
役 学湊佐大内全線通区大 i成森 お

六沿 所 校四井畑の 常裁火佐 浜 よ
人岸 カゞ に〇三三学線議判で井 i び
‘に 道 修業 ・九〇齢開会所ー間 佐 下

奥戸 外国
路 七．％八通召大九に 井 北
新 年％三

ヽ

集間六電 間

ー六 密猟
至認几 限 ‘％風〇 出戸信 に 青
に 三脇 ‘間 0 張焼架線 明 森

二船 着 年野東浦人 所失 治 地
戸跳 工 の沢通四の と 設 丸 方
一梁

砥
尋R吊 三二〇就 改 に の

゜
六七・学 め よ 史

七 む 小．％六率 る り 実
＇ つ 巫子一 ‘％は 海/‘ 
人 は 校％川 ‘田 底

ま 補
三内 大間 名部

苧粍

な 習 信

3 8 8 10 10 5 1 療法 北 1010東

行発 9・ 制定 1・2 
里・・京

8 28 20 6 20 を柴 3020 I 

゜ 発三 横
記天 祝 第 濃議松竣 見郎、教=贔議浜 日
人，己、 ヨ白 祭 尾事方工 事市
切・ 日 次 大堂正間 ジ 棠内

本
手皇 唱 伊 地再義内 も フ語落で
の后 歌 藤 震建な テ発成電 の
元の 選 博 で 閣い リ布 ‘話
梢鉦支 定 文 死 成議 ア 工交 史
婚

ヽ

内 者 立事 費換

式 国 閣 七 呈平 破
五二 始開 実

で 家 成 焼 傷
切

-1 A． L 七 失 風 万
手
君 の 円
カゞ

人 血
ド種 清

922 



大間町年表

二 ニ 二

五 四

九 九 八

゜ ゜
九
九

- 0 九八

八八 八八
九九 九九
八七 六五

1

1

田
名
部
村
が
町
制
施
行
。
戸
数
ニ
ニ

0
0、
人
ロ
一

万
三

0
0
0人

9
・
大
間
か
ら
県
議
会
議
貝
広
谷
六
郎
を
出
す

9
.
5

大
奥
村
農
会
が
で
き
全
戸
加
入
、
年
会
費
五

0
銭

12
．
尻
屋
崎
灯
台
で
石
油
機
関
発
電
に
よ
る
電
灯
点
火
。

灯
台
電
灯
使
用
第
一
号

1
.
2
3

青
森
歩
兵
第
五
連
隊
、
八
甲
田
山
雪
中
行
軍
で
一
九

こ
の
年
、
七
戸
で
七
戸
象
の
化
石
発
見

5
.
2
8

田
名
部
大
火
で
二
四
九
戸
と
役
場
、
病
院
、
神
社
、

郵
便
電
伯
局
等
焼
失

6
.
1
5

三
陸
か
ら
尻
屋
に
か
け
大
津
波
が
襲
い
、
死
者
二
万

七
―
―
―
二
人
、
流
失
・
全
半
壊
家
屋
八
八
九
一
戸

1
1
.
2
3

山
内
平
八
、
初
代
校
長
と
し
て
大
間
小
学
校
に
就
任

1
.
1
5

大
間
に
郵
便
電
信
局
開
局

4
.
1

青
森
市
制
施
行

6
.
1
8

大
間
尋
常
小
学
校
、
補
習
科
を
廃
止
し
修
業
年
限
四

年
の
高
等
科
を
設
け
る

9

7

川
内
川
大
洪
水
、
高
水
二
四

0
メ
ー
ト
ル

6
.
2

桂
太
郎
内
閣
成
立

1
.
3
0

日
英
同
盟
調
印
、
日
露
戦
争
の
伏
線

1
0
1

金
本
位
制
が
成
立

1
1
2

第
三
次
伊
藤
博
文
内
閣
成
立

6
.
3
0

大
隈
重
信
・
板
垣
退
助
に
よ
る
大
隈

内
閣
（
隈
板
内
閣
）
成
立

1
1
.
8

第
二
次
山
県
有
朋
内
閣
成
立

1
2
.
1
8

上
野
公
園
に
西
郷
隆
盛
の
銅
像
建
立

1
.
2
1

勝
海
舟
死
去
、
七
六
歳

9
.
1
5

函
館
大
火
で
二
四
九
四
戸
焼
失

2
.
3

福
沢
諭
吉
死
去
、
六
七
歳

4
.
2
9

迪
宮
裕
仁
親
王
（
昭
和
天
皇
）
ご
誕

生
8

1

日
清
戦
争
勃
発

4
1
7

下
関
条
約
成
立
、
日
清
戦
争
終
結

9
.
1
8

第
二
次
松
方
正
義
内
閣
成
立

全
国
に
伝
染
病
が
大
流
行
し
、
赤
痢
の
死
者
ニ

万―

1
0
0
0
人
、
腸
チ
フ
ス
で
九

0
0
0人
死

亡

923 



大間町年表

明

年号＝ 
酋

八 七
， 
ノ‘

九 九 九 暦西

゜ ゜゜五 四 = 

津
軽
海
峡
、
防
御
海
面
に
指
定

大
間
崎
端
に
海
軍
望
楼
を
設
置

大間町および下北・青森地方の史実

七名凍死

8.6大間、奥戸を各一区域として衛生組合を設置

9・東北大凶作、無収穫の下北は外国米輸入で急

場を救っ

12.1奥戸郵便受取所設置

3.20大間・奥戸漁師組合をそれぞれ大間、奥戸漁

業組合と改める

大間郵便局と改称

2・ロシア艦隊監視のため大間平の牧場そばに陸

軍監視哨を設置

4・大奥村役場を大間に移転

7.20大間沖にロシア軍艦三隻出現

7.22奥戸の大火で三六戸焼失

8・大間小学校、恐山まで徒歩で修学旅行

12.20ロシア軍艦三隻大間沖に出現、水雷艇出港

大間一九二戸．―-九0人、奥戸一六、三戸・――六

八人

8 ー4・ 

5 

， 1 日 7 2 5 12 9 
本・ 動・ と

5 3 総 1 10 21 車 19な
人 の る

米国 順旅
口煙ロ 棗 使米正 日
四草シ 用国岡

ポ開 七三 専売 アに
を公子 本

1城 日
は使讐 規

ツ
二万 行法施 対し

比 じ死 の
マ 谷 め去
ス 一 旦今 公 るの

史
で 戦 園 在三
日 九 閂 開 日五

実

一踏 九 園 外交 歳
講 人

>
団
カゞ
自

924 



大間町年表

四二
四
四

四 四 四
〇

二
九

一
九
一

0
5
.
3
青
森
市
大
火
、
七

0
0
0余
戸
焼
失
、
死
者
―
―
六
人

一
九
―

-
1
.
2
4

大
奥
村
が
大
間
九
九
番
地
に
五

0
坪
の
庁
舎
新
築
を

一
九

0
九

一
九

0
八

1

5

大
間
尋
常
小
学
校
校
舎
落
成

4

3

奥
戸
の
崇
徳
寺
失
火
で
焼
失
（
明
治
四
五
年
再
建
）

6

下
風
呂
に
徴
兵
所
設
躍
、
毎
年
壮
丁
検
査
場
と
な
る

11

大
間
町
大
間
平
五
一
町
歩
が
国
防
上
の
要
地
と
し
て

陸
軍
省
用
地
に
編
入

5
•

各
小
学
校
に
電
灯
を
取
り
付
け
る
大
間
小
学
校
が
字

内
山
に
東
宮
殿
下
行
啓
記
念
植
林
を
行
う

一
九

0
七

一
九
〇
六

7
.
1
5

大
奥
村
長
に
高
畑
熊
三
郎
就
任

4
.
1

青
森
港
開
港

4
.
2
3

大
間
稲
荷
神
社
境
内
に
「
皇
威
宣
揚
碑
」
を
建
て
る

（
乃
木
大
将
筆
）

5
.
2
3

大
間
消
防
組
発
足
、
組
頭
は
竹
内
安
五
郎

8
.
2
0

奥
戸
尋
常
高
等
小
学
校
材
木
分
教
室
設
置

9
.
1
1

青
森
区
裁
判
所
大
間
出
張
所
と
改
称

1
2
.
6

大
間
小
学
校
に
大
間
男
子
水
産
補
修
学
校
を
つ
く
る

7
•

奥
戸
郵
便
局
と
改
称
し
電
信
事
務
開
始

＜
 

7
.
1
4

第
二
次
桂
太
郎
内
閣
成
立

1
0
.
2
6

伊
藤
博
文
、
ハ
ル
ビ
ン
駅
頭
で
暗
殺

さ
れ
る
。
六
九
歳

8
2
2

韓
国
併
合
に
関
す
る
日
韓
条
約
調
印

1
2
4

大
逆
事
件
で
幸
徳
秋
水
ら
死
刑
執
行

国
産
自
動
車
完
成
、
自
動
車
取
締
規
則
で
時
速

―
―
―
・
七
km
に
制
限

4
.
1

小
学
校
令
改
正
で
義
務
教
育
年
限
を

六
年
に
延
長

4
.
2
8

初
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
七
八
三
名
出
発

10

文
部
省
が
視
学
官
、
視
察
委
員
を
置

成
立

1
.
7

西
園
寺
公
望
内
閣
成
立

9
.
1

煙
草
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
バ
ッ
ト
発
売
、

1
0本
入
り
四
銭

函
館
大
火
、
一
万
二
三
九

0
戸
焼
失

925 



大間町年表

大
正

明
治
四
五

（
大
正
元
）

年

号

一
九

一
九 西

暦

3
2
5

大
間
港
西
防
波
堤
工
事
起
工

4

1

佐
々
木
吉
三
郎
村
長
就
任

5

1

大
間
ー
田
名
部
間
を
自
動
車
が
往
復

10

下
北
一
円
大
凶
作
。
斎
藤
福
松
が
ワ
ラ
ビ
の
根
を
掘

る
機
械
を
開
発
。
下
北
農
民
の
救
い
神
と
な
る

1
1
1

大
間
平
に
忠
魂
碑
を
建
立

12

大
間
の
木
村
力
衛
ら
が
発
動
機
船
喜
宝
丸
を
新
造

大
間
町
お
よ
び
下
北
・
青
森
地
方
の
史
実

決
定
、
総
予
算
四
四
二
円
六
銭
二
厘

4
.
1
5

青
森
県
女
子
師
範
学
校
開
校

4
•

奥
戸
尋
常
高
等
小
学
校
新
築
落
成

6
・
大
間
尋
常
高
等
小
学
校
創
立
四

0
周
年
記
念
式
典

1
.
1
9

大
奥
村
役
場
移
転
（
現
商
工
会
館
の
地
）

l
•

奥
戸
の
佐
久
間
要
一
が
飽
の
缶
詰
製
造
に
成
功

5
.
2
3

田
名
部
ー
大
畑
間
鉄
道
敷
設
測
贔
開
始

10
・
大
奥
村
四
―
二
戸
・
三
一
五
七
人
、
佐
井
村
三
五
九
戸

三
0
一
四
人
、
風
間
浦
村
三
七
七
戸
・
ニ
五

0
0
人
、
大
畑

村
六
七
二
戸
•
四
七
―
一
人
、
川
名
部
町
一

0
0
六
戸
・
七

八
七
五
人
、
川
内
村
―
ニ
ニ
几
戸
・
六
五
四
一
人

゜
3
 

7
.
 
改
元

9
・
認
乃
木
大
将
夫
妻
殉
死
、
大
将
六
三
歳

H
本
総
人
口
五
二
九
一
万
一
八

0
0人

2
.
2
0

山
本
権
兵
衛
内
閣
成
立

1
1
.
2
2

徳
川
一
五
代
将
軍
慶
喜
逝
去
、
七
七

歳

日

本

の

史

実

2
.
1
0

帝
国
劇
場
落
成
、
日
本
最
初
の
椅
子

席
劇
場

4
.
9

東
京
新
吉
原
大
火
、
廓
内
の
六
五
五

0
戸
全
焼

4
・
認
石
川
啄
木
死
去
、
二
六
歳

6
.
1
5

東
海
道
線
特
急
運
転
開
始
、
東
京
i

下
関
間
―
一
五
時
間
余

7

5

東
京
に
タ
ク
シ
ー
会
社
誕
生

明
治
天
皇
崩
御
、
六
一
歳
。
大
正
と

926 



大間町年表

七 ＇ 五 四ノ‘

九 九 九 九

八 七 ＇ 五ノ‘

2

大
間
小
学
校
の
岳
東
迂
人
が
「
大
奥
村
誌
」
を
編
纂

3
.
2
6

田
名
部
常
念
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
像
一
体
を
国
宝

に
指
定

4
.
1

奥
戸
尋
常
小
学
校
材
木
分
校
新
築

6
.
2
6

大
奥
村
消
防
組
を
改
組
、
第
一
部
（
大
間
）
一

0
四

人
、
第
一
一
部
（
奥
戸
）
一

0
四
人

大
間
港
の
西
防
波
堤
ニ
―
八
メ
ー
ト
ル
完
成

大
間
1
函
館
間
定
期
航
路
開
始

4
.
1
0

藤
田
政
五
郎
村
長
に
就
任

1
0
.
2
5

奥
戸
の
小
林
孫
八
、
飽
網
の
発
明
に
よ
り
農
商
務
大

臣
の
表
彰
を
受
け
る

7
.
1
9

東
久
遁
宮
殿
下
、
陸
軍
用
地
の
大
間
平
・
七
郎
平
原

野
を
視
察
。
大
間
村
民
が
生
飽
を
献
納

1
0
.
3
1

川
内
町
制
施
行
、
戸
数
一
三

0
0戸
・
人
口
七
六

0

0
人

1

4

大
間
処
女
会
、
奥
戸
処
女
会
発
足

一九一四4大畑に水産試験場分場を設置

9.15英国船フンゴ号五000トンが大間弁天島で

座礁破船し、乗組貝は大間の熊谷旅館に止宿

8 5 12 10 8 11 12 8 4 
焼・ ．に

2 失 22 9 ， 2 10 18宣 2316 
戦

政 山夏寺函 大東布第第
府 形目内館 正洋告ーニ
シ 県漱正大 天一 次次
ベ 米石毅内 火 皇の 祉大
リ 沢死で 即位-L^ 東示し 界隈
ア 市去閣一 大重
ヘ で ‘成七 礼駅 戦信
出 大五立六 開 に内
丘ノ‘ ~ 火〇 場

参戦 成閣
宣 二歳 戸
言 二 焼 、A．L 

゜
失 ド

゜
イ

戸 ツ

927 



大間町年表

企八 年号

゜
九

九 九 九
暦西

゜
九

大
間
町
お
よ
び
下
北
・
青
森
地
方
の
史
実

5

9

大
間
火
災
予
防
組
合
創
立

4

1

奥
戸
尋
常
高
等
小
学
校
に
実
業
補
習
科
を
設
け
る

1
2
2
6

野
辺
地
大
火
で
一
『
ニ
ニ
戸
焼
失

2
2
2

大
間
の
福
栄
丸
が
函
館
で
遭
難

9

大
間
崎
灯
台
起
工

1
0
1

第
一
回
国
勢
調
査
施
行
。
大
間
の
戸
数
四
0
1
•
人

ロ
ニ
六
九
八
人
、
奥
戸
ニ
―
―
―
一
戸
・
一
七
一
七
人
、
下
北
人

ロ
五
万
二
四
七
四
人
、
県
人
口
七
五
万
六
四
一
三
人

1
0
.
8

相
内
滋
村
長
に
就
任

1
2
.
1
7

佐
井
小
学
校
矢
越
分
教
場
開
校

こ
の
年
大
奥
村
内
八
0
歳
以
上
の
高
齢
者
―
―
―
一
名
、
男
―
―
-
•

女
六
、
奥
戸
男
五
・
女
八
、
最
高
齢
者
奥
戸
九

0
歳
、
大
間

八
九
歳

3
.
1
3

大
間
に
薬
師
堂
建
立

5
.
1
9

田
名
部
運
輸
株
式
会
社
設
立
。
田
名
部
ー
田
名
部
駅

（
現
赤
川
駅
）
四
キ
ロ
を
馬
車
鉄
道
が
走
る

5
.
2
3

下
北
銀
行
大
間
支
店
開
店
（
現
青
森
銀
行
）

7
•

田
名
部
を
基
点
に
乗
合
自
動
車
運
転
開
始

9
.
1
3

私
立
奥
戸
青
年
団
簡
易
図
書
館
開
設

九
尺

1
0
.
3
1

東
京
歌
舞
伎
座
全
焼

1
1
.
4

原
敬
首
相
が
東
京
駅
頭
で
暗
殺
さ
れ

九
日
後
に
高
橋
是
清
内
閣
成
立

6
 

靖
国
神
杜
の
大
鳥
居
竣
工
、
高
さ
六

日

本

の

史

原
敬
内
閣
成
立

第
一
次
世
界
大
戦
終
わ
る

東
京
で
バ
ス
営
業
開
始

板
垣
退
助
死
去
、
八
二
歳

東
京
ー
大
阪
間
無
着
陸
飛
行
に
成
功
、

所
要
時
間
六
時
間
四

0
分

5
.
1

上
野
公
園
で
日
本
最
初
の
メ
ー
デ
ー

8
•

第
八
回
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
金
栗
選
手
ら
初
参
加

1
0
3

明
治
神
宮
竣
工

4 2 3 1 9 .... 
2 1 18 29 

実
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大間町年表

一
四

一
九
二
五

一
九
二
四

一
九

一
九

1

大
間
商
業
組
合
創
立

2
2
5

下
風
呂
で
保
険
金
詐
欺
に
よ
る
放
火
一
四
戸
全
半

焼
、
二
人
焼
死

9

3

津
軽
要
塞
司
令
部
が
大
間
岬
に
要
塞
設
置
を
決
定

9

下
北
郡
の
人
口
五
万
二
四
七
四
人

1
1
9

大
間
納
税
組
合
発
足

2

下
北
郡
役
所
が
漁
船
取
調
表
発
表
。
下
北
の
漁
船
総

9
・
大
間
！
佐
井
に
電
灯
が
つ
く

9
.
2
5

大
湊
線
全
通

1
1
.
1

大
間
崎
灯
台
初
点

1
1
.
2
4

大
間
電
灯
散
宿
所
開
設

11.

「
大
奥
村
郷
土
誌
」
役
場
が
刊
行

1
・
大
間
宿
屋
組
合
発
足

3
.
3

大
間
ー
青
森
間
航
行
の
発
動
機
船
第
二

0
八
幡
丸

（
一
八
ト
ン
）
が
、
佐
井
焼
山
沖
で
難
破
し
乗
組
員
一
六
名

が
溺
死

1

2

下
北
の
日
本
猿
を
天
然
記
念
物
と
し
て
保
存
に
決
定

4
1

大
間
•
佐
井
線
は
じ
め
郡
下
の
道
路
を
県
道
に
編
入

1
1
1
0

大
間
岬
砲
台
の
土
地
測
量
に
着
手

1
.
1
0

大
隈
重
信
死
去
、
八
四
歳

2
.
1

山
県
有
朋
死
去
、
八
四
歳

6
.
1
2

加
藤
友
三
郎
内
閣
成
立

7
.
9

森
鵬
外
死
去
、
六

0
歳

9
.
1

午
前
―
一
時
五
八
分
四
四
秒
、
関
東

大
震
災
。
死
者
、
行
方
不
明
一
四
万
二
八
〇

七
人
、
焼
失
家
屋
四
四
万
七
―
ニ
―
1

一戸

9
.
2

第
二
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
成
立

1
.
7

清
浦
奎
吾
内
閣
成
立

1
.
2
6

皇
太
子
（
昭
和
天
皇
）
、
久
邁
宮
良

子
女
王
と
御
結
婚

6
.
1
1

加
藤
高
明
内
閣
成
立

7
.
1

メ
ー
ト
ル
法
実
施

3
.
1

芝
浦
の
東
京
放
送
局
よ
り
ラ
ジ
オ
の

試
験
放
送
開
始
。
三
月
末
の
受
信
契
約
五
四
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大間町年表

昭 -大
年

和 昭 正
和一

匹五
万ロ

九 九
西

七 ノ＇‘ 暦

こ 12 11 5 3 12 12 9 7 6 6 10 
の・ヘ・ ・援・ を・ ・間・止． O・ 数
年 18陳 1 29 団 25 設 20 3 1 要 へ 24四 1 -
ヽ

情 発 置 ノ『‘ 四
大松 大弘足出大 津田大が奥月府人第九 裔間尾 間前 稼間

軽要 部名 累間詈 鉛の 戸漁 三十 侶県,: 二皿 ）隻L に日 鉄大 ぎ人 町
初融 道火 人口 塞． 缶業日 ‘ 勢国 お
めが 陳で 続三 大大奥 詰組-市 よ
て日 情四 出三 間署の合制調 び
ラ蓮 委〇 の一 崎・が製 査 下
ジ宗 貝八 た七 設脇誓警缶乾 町 北
オ大 が戸 め人 定野 に飽 村

扉が間 鉄焼

査村 : 戸
に沢 成製造 制 青

ー教 道失 伴にに功 改 の 森
ム口 ム云 省 い気昇 に 正 戸 地
入所

ヽ

奥ー 大‘観象格 着 で 数 方
るを 内 戸八 手 下 七 の
つ 務 に八 間測

ヽ

北 ご 史
＜ 貧 女二 憲所 奥 郡 ノ‘ 実
る 子人 兵を 戸 役
陸 消 分設 の 所 人
軍 防 駐罹 佐 を ロ
省 応 所 久 廃 五

12 8 7 4 12 8 4 1 8 4 
間・めを・ 改・ •五
開 30 ラ 1324 20 元 25 6 25 30 2 22 四
通 ジ 件
日 オ甲芥田 大日東岩第治

ヽ

本 で子川義中 正本京槻二安維 受
日

喜 放園竜 天放駅礼次 信
本

送の之一 皇送に次加藤持法 料
の ‘全介内 崩協入郎内 一 の
地 スポ国殺自 成閣 御会場券 高公か
下 、へ 閣明布月

史
鉄 1 闊呂子 一、 立 四 N 自成内 一
ツニ 八 H 動立閣 円

実
上 放校六 歳 K 発 成
野 送野歳 昭。-創機売

A． L 

！ の球
浅
はじ 大会

和立登
草 と 場

930 



大間町年表

五 四 ＝ 

九 九 九

゜
九 八

6ニ 6 こ 5 5 12 11 10 8 7 4 つこ
・度再．の設・営・に・ ．で・金・ ・くの
25 と び 2 年認 27林 23免許 2810 18大間 四 1 る年
も浜 ‘可署 五

大奥村 保町佐奥＾斗の農林＾大大佐鉄森〇門大間 裔金険よ井戸田鉄南増 た間湊々道又万野
り村大名部 設省だ鉄制町木吉願出四円重 i 火

役月出浜）II 誼株式会 をがし逍 郎‘~九館函問 防

場庁靡築 当火町目 1 定決青森施下施を ⇒ 他郎
衛

て゜で耕大 行北郎ヘt 資河 生
の 出地畑 林営さ郡行が 野 八に 組
放 火整間社 れ大村栄名ヽ 定 ムロ

火 ‘理-願出 局内-ず村畑 長二蔵 期船 カゞ
一組 に五私 村

現 五合 の に i 就〇佐 鉄→ 内
在 戸工 田 田 同 任万賀 大間 三第 ノ＇‘ 
に

焼失 事起 畠
靡営 羹村 -円清蓋 か

云ニヒ~ 鉄八 所
る ゜エ 大

願道出 丸L 幡
に

ヘ裔
八 間 林

旦
な 公

月 鉄 暑 ど 喜＝ 道 至nヌ几~ ヽ
＾、航

書 の 裔 工 覧 本資行 所
日 敷 事 を

11 10 4 10 7 4 11 7 5 2 
翌． •ま・ •発・ 10． 察発 1 ・ 歳 2・1 2 ・
年 14 1 2 る 24 2 売 1
八 足
月浜昭ロ 暗浜 国 天 治 野第
二口和ン 黒ロ 喜

羊白

儡 ロー六首恐ド
木の曜 雄幸内

即
世英ア 普通回日相ヽ 慌ン の 位 悶没 -、軍 サ の

‘ 東贔 1 縮 B‘ 成閣 ン
査
が フ選

さ一 七年会議
卜 改 カリ 挙行

世立 リ 正
歳で- 界 I さ でわ
狙 大 ウ れ 客れ
撃 恐 イ 死ヽ る
さ 慌 ス

i れ は キ 五
じ I 二
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大間町年表

昭
和

八 七
『

ノ‘

年

号

一
九

一
九

一
九 西

暦

3
.
3
 
二
陸
地
方
に
大
地
震
に
よ
る
大
津
波
で
一
五
三
五
人

大
間
青
年
団
発
足

大
間
処
女
会
発
足

大
畑
村
新
町
で
大
火
、
目
抜
き
通
り
一
四
八
戸
焼
失

補
習
学
校
令
に
よ
り
大
間
女
子
実
業
学
校
・
佐
井
水

産
補
習
学
校
・
田
名
部
実
践
女
学
校
を
設
立

9

6

大
間
に
大
奥
村
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
設
立

1
.
3
 

1
.
4
 

4
.
2
 

7
.
 

大間町および下北•青森地方の史実道四番地）

10.1第三回国勢調査で大間の戸数五七四、人口三

四一七人。奥戸人口二0二七人

1.8大間女子消防応援隊発足

8.7奥戸大川目耕地整理組合の工事完了

10・下北一円大凶作で娘の身売り、一家離散続出

11・脇野沢村に職業紹介所を設罹。同村からの県

外出稼ぎ人三0八人

1222大畑小学校全焼

3 10 5 5 3 1 12 9 ， 8 4 
／ ロ ・れ・ と
27五ン 1 26 る 15 1 28 13 18 メ 1 女 1 13 
三ド

五満 l喜犬満卜I清房L LI 第日 0 ン東斎藤 日
本万に京市 ・洲海 洲ル水封本二
‘人次実 一国事 事変 卜切初次 本
国際 -ぐが内 五建変内 ン の岩
世五閣 事件宣国勃閣起 ネ 卜槻

の
連 界郡成 発成こ Jレ l礼
盟 ニ八立 で芸口 立る 開 キ次

史
を 位二 犬 通

映l郎内
脱 の町 養

ヽ

退 都村 首 全 画閣
実

市を 相 長 ゴ成
と合 暗 九 マ立
な併 殺 七 ダ
る さ

゜
ム

932 



大間町年表

1
0
 

九

一九三五

6 ―-
11 11 9 8 5 

五の設•発
7 人缶憤 16表 2

大間 ヘ七大

羹村
→大川大

〇凶 東奥 間内畑
小〇作 に耕町
学 0 と 役 日電地制
校人軍 場 L報_ 話整を
がと需 内 開理施
ゴもイ に がヽ 通工行
大-ン 田 事
間 フ 嘉 下 完
自 レ 北 了
立 で 土 郡
更 県 木 の
生 下 言 息の の
原

>
所 娘

理 裔L 

゜を 女 派 ノ＇‘ 
出 五 出 人
版 所 と

8
 
ー

2
.
 

貴
族
院
で
美
濃
部
達
吉
の
天
皇
機
関

死
亡

1
2
.
2
3

皇
太
子
継
宮
明
仁
親
王
（
現
天
皇
）

こ

の

年

、

大

間

港

湾

第

一

期

工

事

開

始

ご

誕

生

大
間
漁
協
所
属
の
貨
客
船
昭
運
丸
を
新
造

1
2
.
2
4

東
京
有
楽
町
に
日
本
劇
場
開
場

一
九
三
四

1

・
大
間
・
大
畑
・
易
国
間
・
下
風
呂
・
奥
戸
•
佐
井
の

4
.
2
1
忠
犬
ハ
チ
公
の
碑
建
立

各
港
が
函
館
港
と
交
易
を
始
め
る

5
.
3
0

東
郷
平
八
郎
海
軍
元
帥
没
、
八
八
歳

1
・
易
国
間
で
電
話
交
換
を
開
始

7
.
8

岡
田
啓
介
内
閣
成
立

3
.
1
9

産
業
組
合
法
に
よ
っ
て
大
間
に
北
通
病
院
設
立

9
.
2
0

室
戸
台
風
で
死
者
二
八
六
六
人

3
.
2
1

函
館
の
大
火
（
焼
死
二
万
四
一
八
六
戸
、
死
者
二

0
1
2
.
1
丹
那
ト
ン
ネ
ル
開
通
（
七
八

0
四
メ
ー

五
四
人
、
行
方
不
明
六
六
二
人
）
で
大
間
か
ら
多
数
応
援
に
ト
ル

渡
海

933 



大間町年表

昭

年号
和

四 二

九 九 九 九
暦西

九 八 七 ＇ /‘ 

7

4

大
間
の
飽
が
東
京
市
場
に
進
出
し
好
成
績
を
あ
げ
る

8

大
間
・
大
湊
に
防
諜
団
を
組
織

10
・
大
間
港
修
築
工
事
開
始
、
五
か
年
継
続
事
業
で
総
工
費

四
八
万
円

3

4

下
北
の
各
町
村
で
警
防
団
を
組
織

1
.
5

4

下
北
の
北
通
り
海
岸
の
磯
焼
け
で
飽
、
海
草
の
被
害

1
.
1
5

大
間
町
お
よ
び
下
北
・
青
森
地
方
の
史
実

9
.
1
8

警
察
分
署
を
大
間
分
署
、
大
畑
分
署
、
川
内
分
署
、

田
名
部
分
署
と
決
定

10
・
大
奥
村
戸
数
九
四
六
戸
、
人
口
六

0
六
六
人

1
1
.
1

奥
戸
春
日
神
社
境
内
に
忠
魂
碑
を
建
立

こ
の
年
、
大
間
警
察
分
署
管
内
の
娘
の
売
買
は
合
計
一
四
人

大
間
港
湾
第
二
期
工
事
は
じ
ま
る

8
.
2
1

大
間
小
学
校
が
「
大
間
郷
土
誌
」
を
編
纂

8
.
2
5

下
北
バ
ス
圏
設
立
（
大
畑
本
社
）

11
・
大
畑
線
、
国
有
鉄
道
と
し
て
着
工

6
.
2
7

大
間
漁
業
協
同
組
合
と
改
称

12
・
東
北
商
船
・
奥
佐
運
輸
・
駒
谷
舶
部
・
下
北
運
輸
が

合
併
し
、
資
本
金
一
五
万
円
で
青
森
商
船
株
式
会
社
を
設
立

平
沼
麒
一
郎
内
閣
成
立

横
綱
双
葉
山
七

0
連
勝
な
ら
ず

日

本

説
が
問
題
に
な
る

6
.
8

吉
岡
隆
徳
が
一

0
0
メ
ー
ト
ル
一
〇

秒
三
の
世
界
タ
イ
記
録
樹
立

8
.
1
2

陸
軍
軍
務
局
長
、
永
田
鉄
山
少
将
が

相
沢
三
郎
中
佐
に
刺
殺
さ
れ
る

1
0
.
1

第
四
回
国
勢
調
査
で
内
地
人
口
六
九

2
.
2
6

ニ
・
ニ
六
事
件
起
こ
る

3
.
9

広
田
弘
毅
内
閣
成
立

5
.
1
8

猟
奇
殺
人
阿
部
定
事
件
起
こ
る

2
.
2

林
銑
十
郎
内
閣
成
立

6
.
4

近
衛
文
麿
内
閣
成
立

7
.
7

薦
溝
橋
事
件
（
日
華
事
変
）
起
こ
る

1
1
.
2
0

皇
居
内
に
大
本
営
を
設
置

4
.
1

国
家
総
動
貝
法
公
布

7
.
5

第
一
二
回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

の
返
上
を
決
定

の

史

実
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大間町年表

＇ 五ノ‘

九 九
四 四

゜
大
間
鉄
道
工
事
が
本
格
化
し
、
東
京
方
面
よ
り
出
稼

ぎ
者
約
一
六

0
人
来
る

4

・
大
奥
村
奥
戸
で
青
森
鉱
山
、
風
間
浦
村
で
佐
渡
ヶ
平

鉱
山
な
ど
が
操
業
開
始

5
.
2
7

満
州
国
黒
河
省
へ
大
青
森
県
農
業
移
民
村
建
設
の
た

め
の
視
察
団
渡
満

9
.
1
1

部
落
会
、
町
内
会
、
隣
保
班
、
市
町
村
常
会
設
懺
要

項
が
通
達
さ
れ
る

4
.
1

大
間
国
民
学
校
と
改
称

4
.
2
3

佐
井
の
仏
ヶ
宇
多
が
農
林
省
の
名
勝
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
る

1
0
.
3
1

奥
戸
上
町
民
家
よ
り
出
火
、
一
―
戸
焼
火

1
2
9

津
軽
海
峡
が
防
御
水
域
に
指
定
さ
れ
る

3
 甚

大

7

5

大
間
・
佐
井
沖
海
底
で
昆
布
の
密
生
を
発
見

11

特
高
係
員
が
大
間
で
不
穏
図
書
ニ
―
冊
押
収

1
2
6

大
畑
小
学
校
で
大
畑
線
開
通
式
を
行
う

4
1
3

日
ソ
中
立
条
約
調
印

7
.
2
5

米
英
が
日
本
の
在
米
英
資
産
凍
結
令

を
出
す

1
0
.
1
8

東
条
英
機
内
閣
成
立

1
2
.
8

対
米
英
戦
線
布
告
、
太
平
洋
戦
争
に

突
入

5
・
且
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
起
こ
る

7
.
1
5

国
民
徴
用
令
実
施

8
.
3
0

阿
部
信
行
内
閣
成
立

9
.
1

第
二
次
世
界
大
戦
は
じ
ま
る

9
.
7

泉
鏡
花
死
去
、
六
七
歳

1
1
.
3

米
穀
類
が
国
家
の
管
理
と
な
る

1
.
1
6

米
内
光
政
内
閣
成
立

7
.
2
2

第
二
次
近
衛
文
麿
内
閣
成
立

1
0
.
1
2

大
政
翼
賛
会
発
足

1
1
.
1

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
閉
鎖

1
1
.
2
4

最
後
の
元
老
西
園
寺
公
望
死
去
、
九

二
歳

1
2
3
1

隣
組
制
度
実
施
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大間町年表

/[ 
゜

九

九 九 九 九 西

四 四 四 四暦
五 四 ＝ 

3
2
9

加
藤
直
次
郎
町
長
就
任

1
1
7

大
湊
に
空
襲
、
釜
臥
山
で
戦
死
者
出
る

1
2
1
1

下
北
一
円
の
国
民
学
校
高
等
科
生
徒
、
学
徒
勤
労
隊

と
し
て
大
湊
海
軍
工
作
部
へ
動
貝

2
.
2
6

大
間
町
大
火
、
大
間
町
繁
華
街
を
ひ
と
な
め
に
し
て
、

六
八
戸
を
焼
失

4
.
2
6

下
北
の
各
国
民
学
校
で
防
空
演
習
実
施

7
.
6

県
下
一
円
に
空
襲
管
制
実
施

7
.
1
4

函
館
、
下
北
地
方
に
グ
ラ
マ
ン

F
4
戦
闘
機
に
よ
る

空
襲
。
翌
一
五
日
に
か
け
て
被
害
甚
大

海
軍
特
務
艦
「
豊
国
丸
」
大
間
沖
で
爆
弾
を
受
け
沈
没
。
大

畑
に
一
―
一
人
が
漂
着
。
一
三
五
人
死
亡

7
.
1
5

大
間
町
、
大
湊
線
下
北
駅
付
近
、
空
襲
に
よ
り
被
害
。

ま
た
、
大
畑
港
を
出
航
し
た
釧
路
丸
、
グ
ラ
マ
ン
の
攻
撃
を

受
け
て
沈
没

大
間
町
お
よ
び
下
北
・
青
森
地
方
の
史
実

1
1
.
3

下
北
郡
大
奥
村
を
大
間
町
と
し
て
町
制
施
行

1
2
.
9

下
北
一
円
で
防
空
訓
練
実
施
、
燈
下
管
制
強
化

4
.
2

奥
戸
崇
徳
寺
焼
失
。
翌
一
九
年
再
建

8
.
6

広
島
に
原
子
爆
弾
投
下

8
.
9

長
崎
に
原
子
爆
弾
投
下

8
.
1
4

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
回
答

8
.
1
5

天
皇
ぶ
終
戦
の
詔
勅
」
を
放
送

5
2
9

ア
ッ
ツ
島
で
日
本
軍
全
貝
玉
砕

1
2
1

全
国
出
陣
学
徒
初
の
一
斉
人
営

7
2
2

小
磯
国
昭
内
閣
成
立

8
1
0

グ
ア
ム
島
守
備
隊
玉
砕

，1
8
-
七
歳
以
上
を
兵
役
に
編
入
決
定

1
1
7

ゾ
ル
ゲ
、
尾
崎
秀
実
処
刑
さ
れ
る
人

3
1
0
B
2
9
爆
撃
機
一
三

0
機
で
東
京
を
空

襲
、
罹
災
者
一

0
0万
人
超
え
る

4
.
7

鈴
木
貫
太
郎
内
閣
成
立

7
.
1
3

和
平
あ
っ
せ
ん
を
ソ
連
に
申
し
入
れ
。

使
節
に
近
衛
文
麿
を
通
告

7
.
1
8

ソ
連
、
近
衛
使
節
派
遣
申
し
入
れ
を

拒
否

日

本

の

史

実

1
2
.
8

大
東
亜
戦
争
一
周
年
記
念
国
民
大
会
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大間町年表

：：： 

九 九 九
四 四 四
八 七 ＇ 

ノ‘

1 11 9 4 4 11 7 3 ， 8 7 
25 人口 ・ 1・5奥中 1・ 焼冊 2.4 3.0 2. 2 

・ カゞ ． の
23 8 沈 9 九 26

ノ＇‘ 戸 失 没 割

大 奥二第初分奥
青森 教育県 佐々 アや大湊湾 が青森

湊 戸七六の校戸 メリ破大 焼土市
下 中四〗企回公開小 県木町 校学人 選に校校学 庁全 委員 三吉

ヵ でと B
ヽ 北 駆な 29

喜
開よ‘ 焼会郎 太

逐艦ゴ る 機撃爆
校 に和り 大間 ゜規町 平

旅 県程長 ； 館 よ田 小 立制定 就 聾 の

か り 丘ノ、~ 逆子 図 任 隊 焼
ら 大間士口 校 書 大 りi 夷出 町‘ 館 湊 弾
火

全体町就長 大間
も ヘ 投

ヽ
類 進 巡 下

任 学中 焼 駐 は に
し よ

戸 —゚校 畠 → り、
焼
二、 常
五

失
戸、

大 ノ＇‘ 盤 全
間 万

L 
市

8
1
7

東
久
遁
稔
彦
内
閣
成
立

9

2

ミ
ズ
ー
リ
艦
上
で
降
伏
文
書
調
印

9
2
7

天
皇
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
ご
訪
問

1
0
9

幣
原
喜
重
郎
内
閣
成
立

1
1
.
2
5
G
H
Q、
戦
時
補
償
の
封
鎖
、
公
債

発
行
許
可
制
、
戦
時
利
得
税
と
財
産
税
の
創

設
を
指
令
、
軍
人
恩
給
等
停
止
の
指
令

1
2
.
1
7

婦
人
参
政
の
新
選
挙
法
成
立

1

1

天
皇
人
間
宣
言

2

1

第
一
次
農
地
改
革
実
施

5
2
9

皇
居
前
広
場
で
食
糧
メ
ー
デ
ー

5
2
2

吉
田
茂
内
閣
成
立

1
2
0

学
校
給
食
は
じ
ま
る

4

1

教
育
甚
本
法
、
学
校
教
育
法
実
施

5

3

日
本
国
憲
法
施
行

5
2
4

片
山
哲
内
閣
成
立

6

8

日
本
教
職
貝
組
合
結
成

8
1
0

青
森
県
に
天
皇
陛
下
巡
幸

1
2
1
2

児
童
福
祉
法
公
布

1
2
6

帝
銀
事
件
起
こ
る
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大間町年表

二
五

昭
和
二
四

年

号

一
九
五
〇

一
九
四
九

西

暦

4
1
8

大
間
漁
業
協
同
組
合
設
立
総
会

5

2

大
間
漁
協
、
青
森
県
知
事
よ
り
県
内
初
認
可
（
八
戸
、

鰺
ヶ
沢
、
舟
岡
漁
協
と
と
も
に
）

5
.
1
5

奥
戸
漁
協
認
可

5
.
2
3

易
国
間
漁
協
認
可

6
.
2

蛇
浦
漁
協
認
可

6
•

町
営
の
火
葬
場
新
築

9
.
1
4

下
風
呂
漁
協
認
可

1
2
.
5

奥
戸
中
学
校
の
新
校
舎
落
成
・
式
典

(
1
0月
三
日

完
成
）

4
・
私
設
大
間
保
育
園
開
設
（
昭
和
二
八
年
四
月
県
知
事

1
.
1

認
可
で
私
立
と
な
る
）

6

．25

5
2
1

大
間
港
が
地
方
港
湾
の
指
定
受
け
る

7
.
2

8

1

東
通
村
吹
切
沢
遺
跡
発
掘
は
じ
ま
る

1
1
.
3

8
2
9

田
名
部
常
念
寺
の
阿
弥
陀
如
米
像
が
国
指
定
の
重
要

1
1
.
2
0

千
円
札
発
行
さ
れ
る

朝
鮮
戦
争
勃
発

金
閣
寺
放
火
に
よ
り
炎
上

「
君
が
代
L

復
活

対
日
講
和
米
ソ
会
談

4
.
1
 

二）

田
名
部
高
等
大
間
分
校
開
校
（
定
時
制
）

大
間
町
お
よ
ぴ
下
北
•
青
森
地
方
の
史
実

県
下
新
制
高
等
学
校
発
足
（
県
立

公
立

日

本

の

史

3
1
0

芦
田
均
内
閣
成
立

7
1
7

昭
和
電
工
の
汚
職
事
件
拡
大

9
1
5

主
婦
連
合
会
結
成

1
0
7

第
二
次
吉
田
茂
内
閣
成
立

2
1
6

第
三
次
吉
田
茂
内
閣
成
立

7

5

下
山
定
則
国
鉄
総
裁
が
行
方
不
明
と

な
り
、
六
日
、
れ
き
死
体
で
発
見

7
.
1
5

三
鷹
事
件
。
中
央
線
三
鷹
駅
で
無
人

列
車
が
暴
走
し
、
死
傷
者
二

0
人

8
.
1
7

松
川
事
件
。
東
北
本
線
金
谷
川
1
松

川
間
で
旅
客
列
車
が
転
覆

1
1
.
3

湯
川
秀
樹
博
士
、
日
本
人
と
し
て
初

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
（
物
理
学
賞
）

実
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大間町年表

八 七

九 九
五 五

9 9 5 県
奥・ の
戸 2616 喜新
釜ラ海佐 進
上ジ上井 学
地オ自・ 率-F  

改良 青森衛隊福浦
＝ 

゜区試大・
の験湊牛 二

開放地滝
『

ノ‘
田送方に ％ 

三八 始開 総監 灯電

ヘ 部が
ク 創つ
夕 設く
I 
｝レ

5

1

メ
ー
デ
ー
流
血
事
件

1
0
3
0

第
四
次
吉
田
茂
内
閣
成
立

且

10

皇
太
子
明
仁
親
王
立
太
子
礼

2

1

N

H

K

が
テ
レ
ビ
放
送
開
始
。
国
産

一
七
イ
ン
チ
テ
レ
ビ
一
五
万
円

5
.
2
1

第
五
次
吉
田
茂
内
閣
成
立

6
.
2
8

閣
議
で
青
函
ト
ン
ネ
ル
着
工
決
定

二
六

一
九
五

文
化
財
と
な
る

2
.
2
3

大
間
仲
浜
町
民
家
よ
り
出
火
、
三
七
棟
全
焼

1

1

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
年
頭
声
明
で
講
和
と

3
.
2
1

奥

戸

青

年

会

館

落

成

式

日

本

の

武

装

を

強

調

7
.
1
8

大
間
中
学
新
校
舎
落
成
式
挙
行

5
.
1

東
北
電
力
会
社
発
足

9
.
9

大
間
町
自
治
署
、
住
民
投
票
で
廃
止
決
定

5
.
8

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
復
帰
成
る

1
0
.
1

県
、
全
国
に
先
が
け
て
各
都
市
に
福
祉
事
務
所
設
置

6
.
2
1

ユ
ネ
ス
コ
総
会
、
日
本
の
加
盟
承
諾

1
1
.
2
4

奥
戸
漁
港
、
第
一
種
漁
港
に
指
定
さ
れ
る

9
.
4

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
。
五

1
2
.
2
3

易
国
間
の
火
災
で
住
家
六

0
棟
、
非
住
家
一
六
棟
を
二
か
国
が
参
加
、
日
本
全
権
・
吉
田
茂

焼
失
。
消
火
に
出
動
し
た
大
間
消
防
団
の
車
が
転
覆
し
死
傷

9
.
8

対
日
講
和
条
約
、
日
米
安
全
保
障
条

者

出

る

約

調

印

、

共

産

圏

三

国

は

調

印

に

参

加

せ

ず

1
2
.
2
6

十
和
田
湖
、
奥
入
瀬
渓
流
を
特
別
名

勝
に
、
平
内
の
白
鳥
を
特
別
天
然
記
念
物
に

指
定
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大間町年表

―1
0
 

昭
和
二
九

年

号

4
.
1
0

大
間
漁
協
、
農
山
漁
村
建
設
総
合
施
設
補
助
事
業
と

る
6

佐
井
ー
磯
谷
間
に
小
型
ト
ラ
ッ
ク
道
路
開
通

10
・
奥
戸
中
学
校
の
校
章
と
校
旗
が
で
き
る

一
九
五
七

1
.
6

大
間
漁
協
、
青
森
県
水
産
製
品
検
査
場
に
指
定
さ
れ

田
す
る

一
九
五
六

1
.
1
8

下
北
バ
ス
の
尻
屋
線
開
通

4

・
大
間
中
学
校
生
徒
実
習
用
に
学
校
田
七
反
五
畝
を
開

一
九
五
五

4 4 2 
．．． 
15 

下
北
一
円
の
カ
モ
シ
カ
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定

海
上
自
衛
隊
大
湊
航
空
隊
設
置

私
設
奥
戸
保
育
園
開
設

大
間
町
ニ
―
七
四
戸
、
七
八
三
五
人

一
九
五
四

2

9

大
間
公
会
堂
焼
失

9
2
6

青
函
連
絡
船
「
洞
爺
丸
」
台
風
で
沈
没
し

人
死
亡

1
2
1
4

大
間
高
等
学
校
独
立
期
成
同
盟
会
結
成

西

暦

大
間
町
お
よ
び
下
北
•
青
森
地
方
の
史
実

一
五

1
.
2
9

南
極
大
陸
に
昭
和
基
地
建
設

2
.
2
5

岸
信
介
内
閣
成
立

8
.
2
7

東
海
村
原
子
炉
に
原
子
の
火
と
も
る

日

本

の

史

実

1
2
2
5

奄
美
群
島
が
本
土
復
帰

4
2
1

造
船
疑
獄
発
覚

7

1

自
衛
隊
発
足
。
陸
上
―
一
万
、
海
上

一
万
五

0
0
0、
航
空
六
―

1
0
0人

1
0
,
6

尾
崎
行
雄
死
去
、
九
五
歳

1
2
1
0

鳩
山
一
郎
内
閣
成
立

3
1
9

第
二
次
鳩
山
一
郎
内
閣
成
立

8

6

第
一
回
原
水
禁
大
会
を
広
島
で
開
催

且

15

保
守
合
同
で
自
由
民
主
党
誕
生

1
1
2
2

第
三
次
鳩
山
一
郎
内
閣
成
立

12

佐
久
間
ダ
ム
完
成

1
0
1
9

日
ソ
漁
業
協
定
調
印

1
2
2
3

石
橋
湛
山
内
閣
成
立

940 



大間町年表

＝ 
七 ＇ 五 四/‘ 

九 九 九 九
＇ ノ＇‘ ← 五ノ‘ /‘ 

゜
九

9
.
1

大
湊
と
田
名
部
が
合
併
し
て
大
湊
田
名
部
市
誕
生

（
翌
年
む
つ
市
と
改
称
）

1
0
.
6

木
造
十
一
面
観
音
像
（
佐
井
長
福
寺
の
円
空
仏
）
が

県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

5
.
2
4

チ
リ
津
波
で
県
内
被
災
世
帯
五

0
0
0以
上
、
被
害

総
額
五

0
億
円
、
死
者
一
三
九
人

6
.
2
5

大
湊
湾
の
白
烏
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

8
.
1

全
国
初
の
平
仮
名
の
市
名
「
む
つ
市
」
誕
生

9
.
1
0

町
立
大
間
病
院
開
院

9
.
1
7

大
間
町
商
工
会
創
立
総
会

(
-
0月
一
八
日
認
可
）

12
・
大
間
簡
易
水
道
完
成

大
間
町
戸
数
一
四

0
七
戸
、
人
口
七
九
八
二
人

2
.
4

大
間
漁
業
協
同
組
合
婦
人
部
結
成

4
.
3

風
間
浦
村
易
国
間
大
火
、
一
―
九
戸
焼
失

3
.
2
7

大
間
町
奥
戸
漁
業
組
合
付
近
か
ら
出
火
、
中
心
街
九

五
戸
焼
失

し
て
共
同
荷
捌
所
を
建
設

一
九
五
八

1
.
3
1

大
湊
小
学
校
全
焼

-
3
.
2
9

本
県
の
お
し
ら
様
が
無
形
民
俗
資
料
に
指
定
さ
れ
る

6
.
1
2

農
業
基
本
法
公
布

9
•

国
内
空
路
に
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
登
場

2
.
1

東
京
都
人
ロ
一
千
万
三

0
五
五
人

2
.
2

八
戸
是
川
遺
跡
出
土
品
六
三
三
点
が

1
0
.
1

五

0
0
0円
札
登
場

4
.
1

売
春
防
止
法
施
行

6
.
1
2

第
二
次
岸
信
介
内
閣
成
立

1
2
.
1

一
万
円
札
登
場

4
.
1
0

皇
太
子
ご
結
婚

4
.
2
0

東
海
道
新
幹
線
起
工

4
.
3
0

永
井
荷
風
没
、
八

0
歳

9
.
2
6

伊
勢
湾
台
風
猛
威

1
.
1
9

日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

2
.
2
3

浩
宮
徳
仁
親
王
誕
生
（
現
皇
太
子
）

7
.
1
9

池
田
勇
人
内
閣
成
立

9
.
1
0

テ
レ
ビ
の
カ
ラ
ー
放
送
は
じ
ま
る

1
0
.
1
2

社
会
党
委
貝
長
浅
沼
稲
次
郎
、
右
翼

少
年
に
刺
殺
さ
れ
る

1
2
.
8

第
二
次
池
田
勇
人
内
閣
成
立

941 



大間町年表

昭

年号四 ． 租

゜
九 八

暦西
九 九 九
ノ＇‘ ＇ 干

ノ‘ /‘ 
五 四

1 11 10 7 11 8 5 3 1 12 11 6 5 

， 17 れさ 1・5館函間 2 ・ 3・ 奥戸 2．2 3．0 10． 惨事の 16 ・ 26 29 1• ヘク 23 
る地 タ

雷 組 第に本日大間区大飽養護 猛む大 7 I大>裔＾ ロ

ー~就 に間さ 吹雪［つ市 間漁 町報焼）レの

凰’
皿航初で小g学筒町奥 し老 町

悶 で 協大失 お
青林＊ 外洋の 易水戸網漁施人

遭船難落海が L発間 署管内
ょ

で 動 県 道完 で業設 び

裔 の
水 フ・t 集i発 が→ が成養苔 刊 の

下
た 産 ェ九成 禁釜 北

下 め ま リ〇 漁臥 続 殖
手 の つ ，畠周 と荘 出 試

！ 称門浜

贔放
り なL し 験

地 で平 生る開 冒 地
区

K間漁、 大函丸卜念 園 裔
方

の 羹 て‘ の

胃 漁 山 史
設 覧 火 実
完 協が 事

漁 成 が 裔 上
船 表 ， 四
が 彰 ! 

1 11 10 10 7 12 12 5 3 2 9 9 5 

1 5 七国 1・0 1 ・ 歳 8 • 
•五・ ・橋・ •国
9 日 8 1 3 1 5 完成 2 6 7 1 7 の

゜
女 に 重

三佐藤六東京 東七日 第死プ女村 8 東洋 吉サ要 日
沢 〇 海l二本 三亡口生高越ソ 川リ文
市人オ ・人 次レ吉貿 一英ド化

本大栄作内 参リ 三の 池 ス誘展易塁 の治マ財
火加ン歳平 田 ラ殺拐ち 吊死イに

の
三で 成閣 ピツ 線開 発と 均寿 勇 l や り去ド指定

人 道カ人ん調 橋 ‘ 禍発 史九立 ク通表倫 内 の誘印 ‘七
九 各男 悶 山狭i拐 九〇生

実ヽ 刺山 州歳
に

， 
立

れさ‘ 事件発 生
のノ‘

失 九 七 若
四 戸
か 一生 大

942 



大間町年表

四 四

九 九
＇ 

， 
ノ‘ /‘ 
七 /＇ ‘ 

大
被
害

3
.
3
0

大
間
漁
協
共
同
荷
捌
所
施
設
完
成

5
.
2
6

佐
井
村
で
地
元
民
と
密
漁
船
が
衝
突
。
大
間
署
か
密

漁
船
の
ニ
―
人
を
逮
捕

5
.
2
7

小
学
校
の
教
科
書
全
県
統
一
す
る

10
・

大

間

戸

数

一

五

0
一
戸
、
人
口
七
七
八
三
人

1
1
.
5

奥
戸
小
学
校
創
立
九

0
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

1
.
2
0

川
内
町
で
氷
点
下
一
六
．
―
一
度
を
記
録

2
•

北
通
地
区
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
発
足

7
.
1

大
間
・
蛇
浦
共
同
漁
業
権
漁
場
境
界
標
識
を
設
置

8
.
1

大
間
町
の
町
章
と
町
旗
を
制
定

1
0
.
7

第
一
回
大
間
町
民
体
育
大
会
開
催

1
1
.
1

大
間
中
学
校
校
歌
つ
く
ら
れ
る

1
1
.
6

奥
戸
小
学
校
材
木
分
校
六

0
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

12
．
且
む
つ
電
報
電
話
局
の
新
局
舎
落
成
式
。
ダ
イ
ヤ
ル
式

電
話
開
通

こ
の
年
、
大
間
町
の
地
籍
調
査
開
始

3
.
3
0

大
畑
町
大
尽
山
の
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
林
を
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定

8
.
2
7

橘
善
光
が
脇
野
沢
で
「
擦
文
土
器
と
住
居
跡
」
を
発

2

4

全
日
空
ボ
ー
イ
ン
グ

7
2
7
が
東
京

湾
に
墜
落
、
一
三
三
人
全
員
死
亡

3
.
4

カ
ナ
ダ
航
空
機
D
C
8
が
羽
田
空
港

防
潮
堤
に
衝
突
炎
上
、
六
四
人
死
亡

3
.
5
B
O
A
C
ボ
ー
イ
ン
グ

7
2
7
が
富

士
山
頂
で
空
中
分
解
、
一
―
一
四
人
全
貝
死
亡

9
.
1
5

最
初
の
敬
老
の
日

1
0
.
1
0

最
初
の
体
育
の
日

1
1
.
1
3

全
日
空
の

Y
S
l
l
機
が
松
山
空
港
沖

に
墜
落
、
五

0
人
全
貝
死
亡

2
.
1
7

第
二
次
佐
藤
栄
作
内
閣
成
立

4
•

富
山
県
の
「
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
」
と

「
阿
賀
野
川
水
銀
中
毒
」
は
共
に
工
場
廃
水

7
3
0

谷
崎
潤
一
郎
死
去
、
七
九
歳

8
1
3

池
田
勇
人
死
去
、
六
五
歳

1
0
.
2
1

朝
永
振
一
郎
博
士
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
授
与

943 



大間町年表

昭
↑ 

四
和
四

四
万ロ

九 九
暦西＇ ＇ ノ‘ ノ‘

九 八

大
間
町
お
よ
び
下
北
•
青
森
地
方
の
史
実

見
9
.
5

科
学
技
術
庁
が
大
湊
港
を
原
子
力
船
斑
港
に
決
定

1
1
.
1

野
辺
地
・
む
つ
・
大
間
を
結
ぶ
「
む
つ
は
ま
な
す
ラ

イ
ン
」
の
開
通
式
挙
行

1
1
.
3

町
制
施
行
二
五
周
年
記
念
式
典
及
び
大
間
小
学
校
新

築
校
舎
落
成
記
念
式
典
を
挙
行

1
1
.
2
5

奥
戸
中
学
校
創
立
二

0
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

5
.
1
6

十
勝
沖
地
震
で
下
北
全
域
に
土
砂
崩
れ
、
地
盤
沈
下

等
の
被
害
甚
大

7
.
2
2

官
報
告
示
に
よ
り
、
大
間
崎
を
含
む
「
下
北
国
定
公

園
」
が
正
式
決
定

1
1
.
8

大
間
町
日
和
町
バ
イ
パ
ス
完
成

1
1
.
8
1
9

第
一

0
回
大
間
町
農
業
水
産
祭
開
催

1
2
.
1
0
N
H
K
と
青
森
放
送
が
大
間
町
に
中
継
局
を
建
設
し

放
送
開
始

1

7

大
間
漁
協
が
県
水
産
製
品
格
付
場
所
に
指
定
さ
れ
る

2
2
3

田
名
部
高
校
大
間
分
校
創
立
二

0
周
年
記
念
式
典

4

大
間
小
学
校
に

P
T
A
婦
人
部
結
成

6
1
2

原
子
力
船
「
む
つ
」
進
水

1
.
1
0

東
大
安
田
講
堂
の
封
鎖
解
除

2
.
1
2

東
京
に
気
象
観
測
史
上
最
高
の
大
雪

7
.
2
0

ア
ポ
ロ
―
一
号
が
月
面
着
陸

1
0
.
2
8

東
京
都
が
老
人
医
療
無
料
化
を
決
め

1
0
1

東
北
本
線
複
線
電
化
完
成

1
0
1
7

川
端
康
成
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞

1
0
2
3

政
府
主
催
で
「
明
治
一

0
0年
記
念

式
典
」
が
行
わ
れ
た
。

1
2
1
0

東
京
府
中
で
三
億
円
強
奪
事
件
発
生

日

本

が
原
因
と
判
明

4
1
5

美
濃
部
革
新
都
政
は
じ
ま
る

1
0
2
0

吉
田
茂
死
去
、
八
九
歳
。
国
葬

の

史

実

944 



大間町年表

四
六

四
五

一
九
七

完
成6
 
2
 

8
.
 
完
成

1
1
.
1
1

下
北
半
島
の
猿
及
び
猿
棲
息
北
限
地
が
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
る

1
2
1

大
間
町
戸
数
一
六
五

0
、
人
口
七
六
七
三
人

1
1
5

法
務
局
大
間
出
張
所
新
築
落
成

奥
戸
小
学
校
に
簡
易
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
（
六
コ
ー
ス
）

4
.
4

奥
戸
僻
地
保
育
所
開
設

7
.
1
9

原
子
力
船
「
む
つ
」
母
港
に
接
岸

7
.
2
0

大
間
漁
協
創
立
二

0
周
年
記
念
式
典

8
.
7

大
間
中
学
校
に
簡
易
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
（
八
コ
ー
ス

格
9
.
1

繁
殖
牛
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
（
牝
）
八

0
頭
を
購
入
し
、

大
間
牧
場
で
繁
殖
セ
ン
タ
ー
事
業
を
開
始

一
九
七

0

1

・
東
京
電
カ
・
東
北
電
力
が
東
通
村
に
原
子
力
発
電
所

の
建
設
構
想
を
発
表

3
2
5

材
木
分
校
を
奥
戸
小
学
校
に
統
合

4

1

「
む
つ
は
ま
な
す
ラ
イ
ン
」
国
道
二
七
九
号
線
に
昇

5
.
1
4

横
綱
大
鵬
引
退

1.14第三次佐藤栄作内閣成立

3.15日本万国博が大阪で開幕

3.31日航機「よど号」赤軍派にハイ

ジャックされる

4.24仙台バイパス開通

5.20東北縦貫自動車道起工式

6.22日本安保条約‘-0年の期限切

れで自動延長

7.15都心に歩行者天国できる

113棟方志功文化勲章受章

1125三島由紀夫自殺、四五歳

8 
装

_1 

む
っ
は
ま
な
す
ラ
ィ
ン
L 

全
長

゜゚km 全
面
舗

る

945 



大間町年表

四
八

昭
和
四
七

年

号

一
九
七

一
九
七

西

暦

1
.
2

第
一
回
大
間
町
書
初
席
書
大
会
開
催

4
.
1

大
間
恵
愛
幼
稚
園
で
き
る
（
昭
和
五
五
年
三
月
閉

7
 
ー

7
 。

ー

.
3
 

ーー
表
彰

1
2
.
1
5

大
間
漁
協
で
「
は
や
ぶ
さ
丸
」

共
同
荷
捌
所
施
設
の
落
成
式

製
氷
庫
、
冷
蔵
庫
、

大
間
漁
協
が
漁
業
監
視
船
「
は
や
ぶ
さ
丸
」
を
新
造

大
間
警
察
署
が
飽
密
漁
団
四

0
人
検
挙

大
間
町
制
施
行
―
―

-0周
年
記
念
式
典
で
町
功
労
者
を

航
8
.
8

大
間
漁
協
組
合
事
務
所
新
築
落
成
記
念
式
典

1
0
.
2
8

大
間
町
民
体
育
館
竣
工

1
2
.
2
3

大
間
ー
室
蘭
間
に
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
「
室
蘭
丸
」
就

航

大
間
町
お
よ
ぴ
下
北
・
青
森
地
方
の
史
実

6
.
1

大
間
町
に
ご
み
焼
却
炉
完
成

6
.
3
0

大
間
町
と
戸
井
町
が
姉
妹
町
締
結
調
印

7
.
1

戸
井
！
大
間
間
に
束
日
本
フ
ェ
リ
ー
第
六
大
函
丸
就

日

本

の

史

実

5
.
1
4

大
久
保
清
の
連
続
女
性
殺
人
事
件
発

覚
、
暴
行
ニ
一
人
、
殺
害
八
人

6
.
1
7

沖
縄
返
還
協
定
調
印
式

7
.
3

東
亜
国
内
航
空
「
ば
ん
だ
い
」

Y
S

|
1
1
が
横
津
岳
に
衝
突
、
六
八
人
死
亡

7
.
3
0

全
日
空
ポ
ー
イ
ン
グ

7
2
7
と
自
衛

隊
の
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
が
岩
手
県
雫
石
上
空

で
衝
突
、
全
日
空
機
の
一
六
二
人
全
員
死
亡

1
0
.
2
1

志
賀
直
哉
死
去
、
八
六
歳

2
.
1
9

「
あ
さ
ま
山
荘
L

事
件
発
生

4
.
1
6

川
端
康
成
自
殺
、
七
二
歳

7
.
7

田
中
角
栄
内
閣
成
立

9
.
2
9

日
中
国
交
正
常
化
の
共
同
声
明

1
1
.
6

急
行
「
き
た
ぐ
に
」
が
北
陸
ト
ン
ネ

ル
内
で
火
災
、
死
者
二
九
人
、
負
傷
者
七
一

九
人
の
惨
事

1
2
.
2
2

第
二
次
田
中
角
栄
内
閣
成
立

8
.
7

韓
国
新
民
党
の
金
大
中
、
東
京
の
ホ

テ
ル
か
ら
拉
致
さ
れ
る

946 



大間町年表

四
九

九
七
四

4 11 11死大 ， 8 8 8 7 
．掘・定・亡間被 0 大リ ・開・ •発の・園
1 へ 23 1 ~ I害戸湊の 24催 9 8 表出 26~ 
i 大総浸線集 力
大二弥 大 畑額水は豪中二 大奥第 試原
間五生 間 間四‘十三 間戸一 験子
町日式 小 の七死勝雨日 漁の回

漁を 船カ体-で ，，，，， 子 道億者四沖で早朝 協山館函
ギ目 は 校 路円 地下 とで 民開
協 県 創 三を人震北以 大子下 の発
会 内 JL ． 

六超田に半皇 来 間熊北 反事
発 初 かす畑 次 二 誓警を子 対業
足 の

゜
所 ぐ四 ‘ど で団

貝

゜旦
大地日 材も 断が

塚 周
被゚ でに

が木交 念
で‘ 年 寸 区害大か 密で流 しむ
あ 記 断 へを被け 漁親会 ヽ つ
る 念 序又 牢ロ ‘ 対熊が 太湾
大

益/‘ ゜
下 ク け ゜最高 策を開函

平及
間 風 夕 る国 で捕 洋び
貝 呂 l ゜鉄― 懇獲 で日
塚 誓 で ル五大ー七 談 で 打本
を 冠 四畑七 ム云 開 っ海
発 制 人 水 0. ミ を 催 とで

3 12 11 10 
を •O·

12 受 10三 2916 
賞 人

元 江焼熊第
陸 崎死本一
軍 玲 市次
少 於 のオ
尉 泰 デイ
小 ノゞ ）レ
野 ノ I シ
田 I 卜 ヨ

喜 ベ のッ
Jレ 昼ク

が 物 火
フ 理 事
イ 巫子 で‘
リ 賞
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大間町年表

昭
年

和
五 五 万F 

゜
九 九

西

七 七
暦

＇ 五/‘ 

3 12 10 6 6 4 3 3 2 10 8 7 5 大
•五・ ・格・ ・研・ ・出・ ・催・間

8 28周 2116 1 17 12究 16航 2514 28町

大間 大間 大間 年記念 大間 特

カゞ 立
県大大水佐大 原大 大奥 大

町町高式地別養
立間間産庁 井間 子間 間戸 間
田町小 樵局

船力 沖で
警保 町

立戸校典城護 名文学長業・ 察育 お
公数昇 婦老 部化校官賞を 研佐井

署所 よ-T 一
民一格 人人

校高保財体 会究 局
む九 管開 び

館七記 会ホ つ年 各内設 下
で八念 三 l 大間護館竣育 受のの しぶ 北
町〇校 〇ム 条 賞ヒ電 ‘り 漁

身出 戸‘ 舎落
周み 分例工 ラ話 出に 業 青
年ち 校で メが 港豊 協 林＊ 

軍人成 ‘の がき のダ
阻止 丸国 同 地

人口
大間 荘く

県る 標イ 組 方
文七 立 識ヤ 運の ムロ の

官七 漁落 大 放ル
動の 慰霊

長 史
五五 協成

>
流式 連 実

九三 婦 にと 中ヽ 祭 絡
人人 人

関す なる
を ム云

に 部 に 強 行ヽ 議
勲 昇 る 行っ 開

1 10 7 6 5 4 12 11 10 10 
． が員 • ピ

31 八 1 19 16 7 1 9 18 14 8 ン
人 の

鹿 日沖佐藤 工津 椎畠 フ巨 元ル 日

醤 本縄 リ軽旦 オ人 首バ

の海作栄ザ l軍 相ン
本

で 人洋ベ 定ド長
佐藤 島グ

五 ロ博元ス公
三で 大米 茂嶋 の

つ ー開首女園
栄作 から

子 億幕相王正 木領統雄 史
誕 国夫式 武引

にノ 帰国
生 民妻来 に 夫来退 実

九 葬ス 内日 I 
日タ 閣 ベ

万 I 成 )レ

卜 立 平
八 和
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大間町年表

五

記
・
勲
章
の
伝
達
式

2
2
4

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
強
制
捜
査

3
.
2
5

大
間
町
の
新
ご
み
処
理
工
場
完
成

4

9

武
者
小
路
実
篤
死
去
、
九

0
歳

4
.
2
8

大
間
町
商
工
会
が
「
原
発
設
置
の
環
境
調
査
」
を
求

7
.
2
7

田
中
角
栄
前
首
相
、
受
託
収
賄
罪
と

め

る

請

願

書

を

町

議

会

に

提

出

外

為

法

違

反

で

逮

捕

6
.
1

大
間
町
に
環
境
調
査
対
策
室
が
発
足
。
大
間
原
発
反

9
.
6

ソ
連
の
ミ
グ

25
戦
闘
機
が
函
館
空
港

対

共

闘

会

議

が

結

成

さ

れ

る

に

強

行

着

陸

。

ベ

レ

ン

コ

中

尉

は

九

日

に

ア

6
.
7

大
間
畜
産
農
協
で
出
資
金
の
う
ち
の
一

0
五

0
万

円

、

メ

リ

カ

ヘ

亡

命

借
入
金
―

1
0
0万
円
の
使
途
不
明
金
が
発
党

1
0
2
9

酒
田
市
で
大
火

‘
1
0五
九
戸
全
焼

6
.
2
3

大
間
警
察
署
管
内
―
―
一
か
町
村
の
死
亡
事
故
ゼ
ロ
一
五
且

10

天
皇
在
位
五

0
周
年
式
典

0
0
日
達
成

1
2
2
4

福
田
赳
夫
内
閣
成
立

7
.
2
7

大
間
警
察
署
新
庁
舎
落
成

9
.
1
0

材
木
の
大
栄
橋
竣
工

1
0
.
1
1

全
世
帯
が
町
内
会
を
設
立

1
0
.
1
1

大
澗
山
福
蔵
寺
新
築
落
慶
式

1
1
•

第
一
回
大
間
町
文
化
展
開
催

1
2
.
2
4

佐
井
村
の
オ
オ
ウ
ラ
ヒ
ダ
イ
ワ
タ
ケ
が
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定

一
九
七
七

3
.
2
0

奥
戸
小
学
校
校
舎
新
築
落
成

6
2
0

奥
戸
小
学
校
創
立
一

0
0周
年
記
念
式
典

6
2
9

大
間
消
防
分
署
竣
工

8 4 3 
... 
7 13 15 

日
ソ
漁
業
交
渉
難
航

サ
ッ
チ
ャ
ー
英
首
相
来
日

北
海
道
の
有
珠
山
が
三
―
一
年
ぶ
り
に
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大間町年表

五 悶万 年弓

四—

九 九 西

七 七 暦
九 八

8 6 3 2 12 12 10 8 5 4 4 11 11 9 7 

8 ・ 1・91・41・4指定 8 ・ 5・ 受け 1•8 明 10 . 26 1 23 3. で日 25 14 
るス

材第大大 ！ 材 全 県大下下奥i ト大旧大
木一間間 木 国 政間手北 悶犀 ッ間海間
に回平町 ・ 物懇原浜バ プI 軍町
共内テ商 奥価談発保ス 特お
同山レエ の戸 統 会の育‘ 務よ

墓公ビ会 えで 査翡 で環所大三創 艦び

地園 塁出創ん第 県境開間〇立 下
完桜 立 ぶー 側調設町周三 交 也畜北
成ま二り回でが査下年 0 ， 
っ 0 が移大大を手記周 青
り所周国動間間三地念年 森
開開年 の役 町 原か 域式記 死の地
催局記 重場 が 発町 の典 > ゼ遭方
さ念要を総の村運 口難の
れ 羹 無開理了合行 記記史
る 形く大承意を 録念実

文 < 方で開 ー碑
化 針開始 九除
財 を始 六幕
にを表 ー式

1 1 1 こ 12 8 6 5 5 9 
発・ の．•生·港·底· ク・噴
見 2013 4 年 7 12 ° 12式 20 ケ 17‘28火
サ 宮 l 政‘

>初グ ラ大日城宮 ［ 悶プ本 府日損のラ 金平中県城 ル州 は本害日
共マ被正平の県 四と 超赤三
の通ン 害芳和死沖 四北 法軍三本

畑一疑 激内 約i 者で km海 規が 0ヵ~次獄増閣 二 M の道 措日億の
ら大発 成七七港建を 置航円史

姿万 学覚 立人・ =設結 を機
入 調五汎開ぶ とを
試 印の田始国 るハ 実
侶 大空内イ
の 地港最ジ
墓 震-長ャ
を 発開海ッ
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大間町年表

五
六

五
五

一
九
八

一
九
八
〇

3
 
ー

5
 
2

5

 

1

2

 。
ー

1・ 無
作

2
.
2
7

深
浦
の
日
本
最
古
の
北
国
船
の
絵
馬
が
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
る

5
.
1
0

大
間
町
連
合
青
年
団
結
成

5
1
6

第
一
回
大
間
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
を
開
催

6

第
一
回
函
館
下
北
婦
人
交
流
会
、
大
間
町
で
開
催

.
1
 ゚

ー1
0
.
1
0
 

結
ー

ー1

2

 

館）
1
1
.
3

大
間
漁
業
協
同
組
合
三

0
周
年
記
念
式
典

1
.
2
9

大
間
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
落
成

3
.
8

大
間
郷
土
芸
能
保
存
会
の
第
一
回
発
表
会
を
中
央
公

民
館
で
開
催

3

9

東
通
村
の
能
舞
が
県
重
要
民
俗
文
化
財
に
指
定

4

1

大
間
町
立
大
間
幼
稚
園
開
園
・
入
園
式

大
間
町
で
「
県
知
事
と
語
る
つ
ど
い
」
を
開
催

大
間
町
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
「
豊
栄
館
」
落
成

五
五
年
度
の
大
間
町
・
風
間
浦
村
の
水
稲
収
量
は
皆

4.25モスクワオリンピック大会への

不参加を政府決定

•12大平正芳首相急死7.17鈴木善幸内閣成立7.5日本人の平均寿命、男七三•四六歳、女七八・八九歳（厚生省）

8.27国鉄の累積赤字六兆円を突破

2.23ローマ法王ヨハネ・パウロニ冊

来日

10.6北炭夕張炭鉱のガス火災で死者

行方不明九三人

10.19福井謙一、ノーベル化学賞受賞

第 中大

華民国 凹イフ回
大
間 台夕
町

胃雲ク『畠
祭 林ラ
を 県ブ
開
虎の 結成

催

裔ヽ 尾
鎮
と

t 各
悶
都

儡
11 

， 
第

次

幸
正
芳
内

悶
立
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大間町年表

五
八

昭
和
五
七

年

号

一
九
八

一
九
八

西

暦

3
.
1
6

大
間
に
新
型
転
換
炉
建
設
決
定

5
.
2
6

日
本
海
中
部
沖
地
震
発
生
に
よ
り
役
場
庁
舎
の
被
害

甚
大
。
仮
庁
舎
を
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
と
し
、
十
二
月
ま
で

業
務
を
行
う

4
.
1
4

電
源
開
発
腑
両
角
総
裁
立
地
環
境
調
査
実
施
協
力
要

請
の
た
め
来
町

奥
戸
漁
業
協
同
組
合
新
築
落
成

大
間
町
お
よ
ぴ
下
北
•
青
森
地
方
の
史
実

8
.
1
2

大
間
温
泉
養
老
セ
ン
タ
ー
開
業

9
.
1

国
道
二
七
九
号
線
大
間
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

6
.
3

町
制
施
行
四

0
周
年
で
町
民
憲
章
、
町
木
（
黒
松
）
、

町
花
（
は
ま
な
す
）
、
町
鳥
（
カ
モ
メ
）
を
定
め
る

6
.
2
4

大
間
原
発
予
定
地
、
白
砂
地
域
の
環
境
調
企
開
始

8
.
5

町
制
施
行
四

0
周
年
記
念
式
典
挙
行

大
間
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
及
び
町
立
海
峡
保
養
セ
ン
タ
ー

落
成

2
 
ー

2

8

ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
火
災

で
三
二
人
死
亡

2
.
9

日
航
機
、
羽
田
沖
に
墜
落

4
.
1

五
0
0円
硬
貨
発
行

6
.
4

五
五
年
度
県
民
所
得
一
人
当
た
り
一

二
三
万
八

0
0
0円

6
.
2
3

東
北
新
幹
線
大
宮
！
盛
岡
開
業

9
.
6

原
子
力
船
「
む
つ
」
四
年
ぶ
り
に
大

湊
へ
入
港

1
0
.
1
4

新
青
森
空
港
起
工

1
1
.
2
7

中
曾
根
康
弘
内
閣
成
立

9
.
1

大
韓
航
空
機
が
ソ
連
の
戦
闘
機
に
撃

墜
さ
れ
る

1
0
.
1
2

田
中
角
栄
元
首
相
に
懲
役
四
年
、
追

徴
金
5
億
円
の
判
決

1
1
9

レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
米
日

1
2
2
7

第
二
次
中
曾
根
康
弘
内
閣
成
立

日

本

の

史

実
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大間町年表

六
〇

五
九

一
九
八
五
一

3
.
2
1

材
木
地
区
に
大
間
町
農
村
婦
人
の
家
落
成

一
九
八
四

1
・
大
間
病
院
救
急
病
院
の
指
定
を
受
け
る

7
.
1
3

第
三
二
回
下
北
郡
社
会
福
祉
大
会
を
大
間
町
総
合
開

発
セ
ン
タ
ー
で
開
催

7
.
1
4

第
一
回
密
漁
防
止
町
民
大
会
開
催

7
.
2
8

佐
井
村
の
「
福
浦
歌
舞
伎
」
県
文
化
財
に
指
定

10
・
大
間
町
に
エ
ゾ
シ
カ
出
没

1
0
.
2
8

大
間
高
校
創
立
―

0
周
年
記
念
式
典
挙
行

1
1
.
2
2

電
源
開
発
齢
大
間
A
T
R
展
示
館
オ
ー
プ
ン

12
・
大
間
町
議
会
、
原
子
力
発
電
所
の
誘
致
を
決
議

第
一
―
回
函
館
下
北
子
ど
も
交
流
会
を
大
間
町
で
開
催

6
・
大
間
の
マ
グ
ロ
一
本
釣
り
を
題
材
と
し
た
松
竹
映
画

「
魚
影
の
群
れ
」
撮
影
開
始
、
大
間
町
で
ロ
ケ
を
行
う

第
一
回
大
間
町
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
開
催

1
2
.
1
6

「
お
山
参
詣
」
が
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
る

1
0
.
1
日
本
一
の
昭
和
大
仏
(
-
―
―
•
三
メ
ー

ト
ル
）
青
森
市
に
完
成

1
0
.
9

青
森
県
の
水
稲
作
況
指
数
百
九
「
良
」

で
全
国
一
の
大
豊
作

1
0
.
3
1

第
二
次
中
曾
根
内
閣
で
竹
内
黎
一
代

議
士
が
科
学
技
術
庁
長
官
に
就
任

1
1
.
1

一
万
円
、
五

0
0
0円
‘
1
0
0
0

円
の
新
紙
幣
発
行

1
2
.
2
8

青
森
市
の
積
雪
一

0=-cm
、
八
七
年

ぶ
り
の
豪
雪

2
.
2
7

田
中
角
栄
元
首
相
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
、

3
.
1
8

グ
リ
コ
・
森
永
事
件
発
生

8
.
1
1

ロ
ス
五
輪
柔
道
で
斎
藤
仁
選
手
が
金

メ
ダ
ル
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大間町年表

昭 年
和
ノヽ 万ロ

九 西

八- 暦
ノ‘

8 6 5 211 101010 44  
・約・一•町・ り ド・
14五150 28二 2420太 2824 1 を 2318 
〇六か鼓 実
大 0 日歳長村総大出下む国施密核大
間 0 本で寿が合間演北つ 誓 漁燃間
消羽野逝青合開町 文市 防料町
防 鳥去森同発密 化で査 止サお
団 の 県のセ漁 会五で 対イよ
に 会 一密ン防 館億大 策クび
大 が だ樵夕止 落円間 協ル下

型今 つ防 1町成， 町議施北
一方た止で民式世会設
。天大総 に帯で‘青
ト の島 間決大間会大 大 数 大六森
ン 町起‘実間発一間ケ地
積 ？ の大風施 町生丸 町所方
水 武会間参の戸密村の
槽 雪 内を浦加 津 ‘ 漁立史
車のた開‘者軽人防地実
配 数 かく佐六海口止正
置調さ井〇峡西パ式
査 ん の〇 海、 店 レ調一
。 一人鳴人 l印

11 9 77  54  4 8 64  3 
・子・ 間ヽ・・な・•生・し・九・・年・田
15 を 6 30 22 る 8 29 20死 120 8 1 ぶ 10中
選全 者メり支
三出杜通東第 ダ天 ソ五日 1東 N に青配日
原 会 北三 イ皇 連四航卜洋 T 貫函に
山 党 縦次 ア御 チ 0 機ルー T 通卜終
が初貫中 ナ在 エ人が の新 ン止本
二の 自曾妃位ル゜群大発ネ符
〇女動根来六ノ生馬鳴足ル の
〇性車康日 0 ブ存県門へ本 史
年委道弘 ‘年イ者御大民坑
ぶ貝へ内フ記 リ四巣橋営着
り 長青閣 イ念原人應開化工 実
に土森成 1式発山通-以
大井！立バ典事に ‘ 来
噴た浦 1 故墜ー ニ
火か和 と 発落ハ ー
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大間町年表

ヘ平
和昭 成

ノ．‘ ノ‘ ノ『‘ 
四ー
-/九

九 九 九
八 八 八
九 八 七

8 6 4 10 10 10 7 2 12 11 8 5 
決・使・会・ ・大フ・ ・活
ま 15節 22開 15 21 13 10間ェ 1 1 16 21 12 6 
る 団 催 i i リ
大を川 16 恐奥第冒函 l大原む大 第電
間台内 山戸ー ボ間船つ間 ー源
原湾町

凰
で校学中回 I I ゴ市学中 回開

発へ
ヽ

世 ベート館函む関 舟発

用遣派佐 界 コ〇 つ根校
競争 帷藤地井 を 最高 体ま〇正航 L 浜創

買 村 会 胃育つ分ぁ路六の立 会大 社原収 と 場 品 り ゅに年原四
が 大 に 位 開 し一ぶ船 0 ‘長
遅 間 第 の成催

就七り →工周 半がれ 町 金 航年機能 む 世来
と 回 誓 ぶつ 紀町
ムロ 函 二り試し念 ふ‘

年 同 館 を 五に験の典式 り
間 で 下 確 ニ新造 を新 に
繰 叫 北 認 ー開定 大
り 青

船゚ 始係
間

延 生 年 ト東 港 港
ベ 親 六又 -ン／日完 で
が 善 流 ゜本 工 復

4

1

国
鉄
分
割
民
営
化

7
1
7

石
原
裕
次
郎
死
去
、
五
二
歳

1
0
.
1
2

利
根
川
進
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学

賞
受
賞

1
1
.
6

竹
下
登
内
閣
成
立

3
.
1
3

青
函
ト
ン
ネ
ル
津
軽
海
峡
線
開
業

4
.
1
0

瀬
戸
大
橋
開
通

6
•

リ
ク
ル
ー
ト
疑
惑
発
覚

7
.
1

文
部
省
生
涯
学
習
局
発
足

7
.
9

青
函
博
開
幕

8
.
9

阿
光
坊
遺
跡
（
上
北
郡
下
田
町
）
本

州
最
北
の
古
墳
と
判
明

1
0
.
1

ソ
ウ
ル
五
輪
柔
道
九
五
キ
ロ
超
級
で

斎
藤
仁
選
手
金
メ
ダ
ル
獲
得

昭
和

6
4
.
1
.
7

昭
和
天
皇
崩
御

2
.
2
8

佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
遺
跡
で
弥
生
中
期

の
大
墳
墓
丘
発
見

4

1

消
費
税
実
施

6

2

宇
野
宗
佑
内
閣
成
立

6
2
4

美
空
ひ
ば
り
死
去
、
五
―
―
歳
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大間町年表

一
九
九

第
一
回
健
康
ま
つ
り
開
催

10
．

交

通

事

故

死

ゼ

ロ

三

0
0
0
日
達
成

（
四
年
三
月
三
一
四
五

H
で
ス
ト
ッ
プ
）

312第一回大間町ドッジボール大会開催

313「東通村の獅子舞」県無形文化財に指定

3.31四月より大間崎灯台無人化となり、灯台守七

0年の歴史に幕

6.30大間町で大間・戸井姉妹町締結―-0周年記念

式典
2 2
 9. 

平

年号成

西暦
九
九

゜， 7 5 4 2 1 ， 団・
訪 2911 24 
問［ 国人弟人人下風 大
間二間間風間 間
原回崎 呂浦 町
発函に学中 漁村 ぉ
町用館東校港に 古締地下北体公密
結買北初育園漁 下

ー収青年交 の館落 完監 北
〇開電成視
周始波成の 青
年 流の式 レ 森
で ‘灯 I 地

齋 大台 ダ 方
間完 I の

鎮 町成 塔 史
ヘ で 完 実
行 開 成
政 催

盟

開
幕

6
.
2
9
礼
宮
さ
ま
•
紀
子
さ
ま
ご
結
婚

（
秋
篠
宮
）

7
.
2
7

新
青
森
空
港
全
面
開
港

8
.
4

日
本
人
平
均
寿
命
、
男
七
五
・
九

歳
、
女
八
一
・
七
七
歳

1
1
1
2

天
皇
陛
下
即
位
の
礼

3

東
京
新
宿
に
新
都
庁
舎
完
成

5
1
5

暴
力
団
対
策
法
制
定

6

雲
仙
普
賢
岳
で
火
砕
流
続
発

1
1
5

宮
沢
喜
一
内
閣
成
立

4 2 8 
... 
1 28 10 

日

本

の

史

海
部
俊
樹
内
閣
成
立

第
二
次
海
部
俊
樹
内
閣
成
立

大
阪
で
「
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
」

実
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大間町年表

四

一
九
九

大
間
町
二

0
九
九
戸
、
人
口
七
―
二
五
人

4
.
1

社
会
法
人
大
間
町
社
会
福
祉
協
議
会
発
足

1
.
7

プ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
来
日

6
.
2
1

町
制
五

0
周
年
記
念
第
二
七
回
町
民
体
育
大
会
開
催

2
.
1
4

東
京
佐
川
急
便
事
件
発
生

7
.
1
5

大
間
町
で
第
一
回
町
史
編
纂
委
員
会
開
催

3
.
1

暴
力
団
対
策
法
施
行

8
.
2
6

第
三
三
回
青
森
県
公
民
館
大
会
を
大
間
総
合
開
発
セ
公
務
員
の
完
全
週
休
二
日
制
導
入

ン
タ
ー
で
開
催

6
.
1
5

国
連
平
和
維
持
活
動

(
P
K
o
)
協

9
.
2

総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
で
大
間
病
院
新
築
落
成
式
力
法
成
立

1
0
.
1

大
間
中
学
校
新
校
舎
落
成
し
移
転

7
.
1

山
形
新
幹
線
開
業

1
0
.
2

東
日
本
フ
ェ
リ
ー
の
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
チ
ャ
ー

7
.
2
7

青
森
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
開
通
（
二
車
線
・

タ
ー
便
が
大
間
1
函
館
間
五

0
分

で

航

行

一

九

九

三

メ

ー

ト

ル

）

1
1
.
3

大
間
町
制
施
行
五

0
周
年
記
念
式
典
。
大
湊
海
上
自

9
.
1
2

日
本
人
宇
宙
飛
行
士
・
毛
利
衛
宇
宙

衛
隊
大
湊
音
楽
隊
に
よ
る
町
制
五

0
周
年
記
念
演
奏
を
大
間
へ
。
二

0
日
帰
還

小
学
校
体
育
館
で
行
う

1
0
.
2
3

天
皇
・
皇
后
初
め
て
中
国
訪
問

1
1
.
7
1
8

第
三

0
回
大
間
町
産
業
祭
を
町
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
で
開
催

1
1
.
1
8

町
制
五

0
周
年
記
念
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
化
記
念

第
一
回
大
間
町
社
会
福
祉
大
会
を
大
間
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

で
行
う

1
1
.
2
9

奥
戸
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
式
を
奥
戸
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
で
開
催
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大間町年表

， 
ノ‘

年

号

平

成

五

一
九
九
四

2

4

1

6

大
阪
国
際
見
本
市
会
場
で
開
催
さ
れ
た
電
気
の

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
産
直
市
に
大
間
町
が
出
展

3
.
2
2

「
本
州
北
海
道
連
絡
橋
」
大
間
・
戸
井
ル
ー
ト
誘
致

推
進
協
議
会
の
設
立
総
会
を
函
館
市
で
開
催

6
.
2
6

奥
戸
中
学
校
校
舎
新
築
落
成
式
挙
行

7
.
1
4

豊
国
丸
慰
霊
祭
（
五

0
回
忌
）

7
.
2
0

初
の
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
つ
み
と
ぴ

ぁ
41
度
33
分
を
開
催

西

暦

一
九
九

大
間
町
お
よ
び
下
北
・
青
森
地
方
の
史
実

1
.
3
0

大
間
町
役
場
、
完
全
週
休
二
日
制
を
実
施

2
.
2
1

大
間
中
学
校
校
舎
新
築
落
成
式
挙
行

3
.
2
6

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
設
式

9
.
5

大
間
病
院
で
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
を
実
験

l
l
.
2

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
福
祉
安
心
電
話
第
一
号
を
設
置

11
・
大
間
港
根
田
内
西
防
波
堤
灯
台
が
新
設
始
動

1
2
.
5

大
間
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
発
足

日

本

の

史

実

1
.
1
5

北
海
道
釧
路
沖
で
地
震
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
・
八
）

4
.
2
3

天
皇
・
皇
后
沖
縄
を
訪
問

5
.
1
5
J
リ
ー
グ
開
幕

6
.
9

皇
太
子
殿
下
と
小
和
田
雅
子
さ
ん
の

結
婚
の
儀

7
.
1
2
M
七
・
八
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
が

発
生
、
津
波
が
奥
尻
島
を
直
撃

8
.
6

細
川
護
熙
日
本
新
党
代
表
が
新
首
相

に
選
ば
れ
る

1
2
.
1
6

田
中
角
栄
元
首
相
死
去
、
七
五
歳

1
.
2
9

政
治
改
革
四
法
案
が
衆
参
両
院
で
可

決
成
立

2
.
4

初
の
純
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
H
2
の
打
ち

上
げ
に
成
功

4
.
2
5

衆
参
両
院
で
羽
田
孜
を
新
首
相
に
指

名
4
.
2
6

中
華
航
空
の
エ
ア
バ
ス
機
が
名
古
屋

空
港
で
着
陸
に
失
敗
、
炎
上
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大間町年表

八 七

一
九
九
六

一
九
九
五

1

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
作
品
「
海
鳴
り
の
町
」
完
成

2
2
3

大
間
町
漁
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
完
成

3

昆
布
焼
酎
「
大
間
崎
」
発
売

4

1

大
間
消
防
分
署
、
消
防
署
に
昇
格

4
1
4

大
間
町
斉
場
「
や
す
ら
ぎ
園
」
完
成
、
落
慶
法
要

8
3
0

電
源
開
発
仰
が
町
に
大
間
原
発

A
T
R
実
証
炉
計
画

の
見
直
し
を
申
し
入
れ

(
A
B
W
R
計
画
へ
）

1

4

大
間
町
総
合
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
稼
働
（
住
民
票
な

1
1
1
6

「
本
州
北
海
道
連
絡
橋
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
大
間
中

学
校
体
育
館
で
開
催

6
.
2
1

円
高
が
急
進
し
、
一
ド
ル
11
九
九
円

八
五
銭
を
記
録

6
.
2
2

製
造
物
責
任

(
P
L
)
法
が
成
立

6
.
2
7

松
本
サ
リ
ン
事
件
発
生

6
.
2
9

村
山
富
市
社
会
党
委
貝
長
が
新
首
相

に
選
ば
れ
る

7
.
8

日
本
人
女
性
初
の
宇
宙
飛
行
士
・
向

井
千
秋
宇
宙
へ
。
二
三
日
帰
還

9

4

関
西
空
港
完
成

1
0
4

北
海
道
東
方
沖
で

M
七
・
九
の
地
震

1
0
1
3

大
江
健
三
郎
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

1
2
2
8
三
陸
沖
で
M
七
•
五
の
地
震

1
1
7

阪
神
大
震
災

3
3
0

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

4

9

第
一
三
回
統
一
地
方
選
挙
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大間町年表

年

号

西

暦

ど
コ
ン

ピ 裔ユ
I 町
夕 お
に よ
よ ぴ
り 下

喜北
ヽ

塁
地
方
の
史
実

日

本

の

史

実
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＠
主
要
参
考
文
献

〈
第
一
章
〉

半
沢
半
四
郎
『
日
本
地
方
地
誌
』
昭
和
二
十
九
年

北
村
信
・
鈴
木
養
身
・
多
田
元
彦
「
青
森
県
の
地
質
に
つ
い
て
」

昭
和
三
十
四
年

青
森
県
庁
編
『
青
森
県
の
地
下
資
源
』
昭
和
二
十
九
年

森
治
『
下
北
半
島
の
植
物
』

佐
井
村
編
『
佐
井
村
誌
』
（
上
巻
）
昭
和
四
十
六
年

む
つ
市
編
『
む
つ
市
史
』
（
自
然
編
）
第
一
法
規
出
版
腑
平
成
元

年

平
井
正
和
『
下
北
の
自
然
』
昭
和
五
十
一
年

奈
良
正
義
『
青
森
県
の
地
史
』
青
森
大
学
出
版
昭
和
五
十
七
年

下
北
文
化
誌
編
集
委
員
会
編
『
下
北
文
化
誌
』
青
森
県
高
等
学
校

P
T
A
連
合
会
平
成
二
年

青
森
県
教
育
委
員
会
編
『
青
森
県
地
誌
』
大
正
九
年

高
橋
正
雄
『
新
青
森
県
地
誌
』
北
方
新
社
昭
和
五
十
四
年

〈
第
二
章
〉

中
島
全
二
「
下
北
半
島
新
石
器
文
化
の
編
年
的
研
究
」
考
古
学
雑

誌
三
十
六
巻
四
号
昭
和
二
十
五
年

江
坂
輝
禰
・
渡
辺
誠
・
高
山
純
『
大
間
町
ド
ウ
マ
ン
チ
ャ
貝
塚
』

平
凡
社
昭
和
四
十
二
年

橘
善
光
「
下
北
半
島
の
弥
生
中
期
後
半
以
降
の
土
器
」
（
『
北
海
道
考

古
学
』
八
集
）
昭
和
四
十
七
年

橘
善
光
「
大
間
崎
烏
間
遺
跡
の
土
器
に
つ
い
て
」
（
『
北
海
道
考
古
学
』

九
集
）
昭
和
四
十
八
年

福
士
長
俊
『
東
北
太
平
記
』
（
北
部
御
陣
日
記
）
青
森
県
文
化
財
保

護
協
会
昭
和
三
十
二
年

青
森
県
教
育
委
員
会
編
『
青
森
県
の
中
世
城
館
』
青
森
県
教
育
委

員
会
昭
和
五
十
八
年

橘
善
光
「
ア
イ
ヌ
在
地
に
お
け
る
下
北
の
中
世
」
（
『
う
そ
り
』
十
三

号
）
昭
和
五
十
一
年

菅
江
真
澄
著
、
内
田
・
宮
本
編
訳
『
菅
江
真
澄
遊
覧
記
』
平
凡
社

昭
和
四
十
七
年

笹
沢
魯
羊
『
下
北
半
島
史
』
下
北
郷
土
会
昭
和
三
十
七
年

笹
沢
魯
羊
『
下
北
地
方
誌
』
大
正
十
年

笹
沢
魯
羊
『
宇
曾
利
百
話
』
下
北
郷
土
会
昭
和
三
十
六
年

下
北
の
歴
史
と
文
化
を
語
る
会
編
『
下
北
半
島
の
歴
史
と
民
俗
』

伝
統
と
現
代
社
昭
和
五
十
三
年

森
勇
男
『
下
北
半
島
の
歴
史
と
芸
能
』
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昭
和
五
十

む
つ
市
編
『
む
つ
市
史
』
（
原
始
・
古
代
・
中
世
編
）

版
味
平
成
六
年

佐
井
村
編
『
佐
井
村
誌
』
（
上
・
下
巻
）

鈴
木
克
彦
『
日
本
の
古
代
遺
跡
』

29
「
青
森
」
昭
和
六
十
一
年

青
森
県
郷
土
館
編
『
下
北
半
島
』
平
成
三
年

『
東
奥
日
報
』
臨
時
特
集
「
三
内
丸
山
遺
跡
」
平
成
六
年

『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
臨
時
増
刊
「
三
内
丸
山
遺
跡
」
朝
日
新
聞
社

平
成
六
年

鳴
海
健
太
郎
『
下
北
の
海
運
と
文
化
』
北
方
新
社
昭
和
五
十
二
年

葛
西
富
夫
『
北
の
動
哭
』
昭
和
五
十
五
年

〈
第
三
•
四
章
〉

青
森
県
『
青
森
県
治
一
覧
』
明
治
十
三
年

青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
『
新
撰
陸
奥
国
誌
』
国
書
刊
行
会

和
四
十
五
年

『
大
奥
地
誌
』

笹
沢
魯
羊
『
下
北
半
島
史
』
昭
和
二
十
七
年

『
佐
井
村
誌
』
（
上
巻
）

『
青
森
八
十
年
史
』

「
大
間
町
水
産
振
興
計
画
」

笹
沢
魯
羊
『
下
北
郡
地
方
誌
』
大
正
十
五
年

む
つ
地
区
農
業
改
良
普
及
事
業
協
会
『
冷
害
の
記
録
』

昭

第
一
法
規
出

第
一
法
規
出
版
諒

昭
和
五
十
一
年

六
年

む
つ
市
編
『
む
つ
市
史
』
（
近
代
編
）

十
一
年

『
え
と
の
す
』
（
第
七
号
）
新
日
本
教
育
図
書
棘

『
広
報
お
お
ま
』

大
間
町
『
町
勢
要
覧
大
間
』

大
間
町
「
第
三
次
大
間
町
総
合
計
画
書
」
平
成
元
年

↓
下
北
郡
統
計
書
」

東
奥
日
報
事
業
局
『
青
森
県
政
治
史
』
①
明
治
前
期
昭
和
四
十
年

東
奥
日
報
事
業
局
『
青
森
県
政
治
史
』
②
明
治
後
期
昭
和
四
十
七

年

東
奥
日
報
事
業
局
『
青
森
県
政
治
史
』
③
大
正
・
昭
和
初
期
昭
和

五
十
五
年

〈
第
五
章
〉

『
青
森
県
漁
具
誌
』

大
間
漁
業
協
同
組
合
『
汐
風
』
（
創
立
三
十
周
年
記
念
誌
）

大
間
町
商
工
会
『
商
工
会
二
十
年
の
歩
み
』
『
商
工
会
三
十
年
の
歩
み
』

『
大
奥
村
史
』

大
奥
村
『
大
間
郷
土
史
』
昭
和
十
一
年

『
下
北
新
報
』

〈
第
六
・
七

・
1
0
・

―
-
．
―
二
章
〉

昭
和
六
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「
南
部
領
北
郡
浜
方
村
村
道
筋
書
付
L

「
南
部
盛
岡
藩
領
内
絵
図
」

松
浦
武
四
郎
著
•
吉
岡
編
『
東
奥
沿
海
日
誌
』

和
四
十
四
年

『
下
北
新
報
』

『
東
奥
日
報
』

『
大
奥
村
誌
』

『
青
森
県
史
』
（
全
八
巻
）
大
正
十
五
年

「
大
間
町
文
化
財
審
議
委
貝
会
活
動
報
告
書
」

〈
第
八
・
九
章
〉

大
間
小
学
校
編
『
自
力
更
生
の
原
理
』
大
間
教
育

東
奥
日
報
社
編
『
青
森
県
総
覧
』
昭
和
三
年

大
間
小
学
校
編
『
大
間
小
学
校
新
（
真
）
教
育
の
系
譜
』

十
五
年

奥
戸
小
学
校
編
『
奥
戸
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
昭
和
五
十

七
年

材
木
分
校
編
『
材
木
小
学
校
閉
校
式
の
し
お
り
』
昭
和
四
十
五
年

大
間
町
教
育
委
員
会
編
『
大
間
町
の
教
育
』
各
年
度
版

大
間
町
教
育
委
員
会
編
『
岬
の
光
』

大
間
町
編
第
一
次
ー
第
三
次
「
大
間
町
総
合
計
画
書
」

青
森
県
生
活
福
祉
部
「
社
会
福
祉
関
係
八
法
改
正
の
概
要
」

昭
和
五

昭
和
十
年

時
事
通
信
社

昭

平
成
三
年

青
森
県
生
活
福
祉
部
「
身
体
障
害
者
福
祉
対
策
の
概
要
」

葛
西
富
夫
『
下
北
教
育
史
考
』
昭
和
三
十
八
年

『
青
森
県
教
育
』
全
六
巻
昭
和
四
十
九
年

〈
総
合
、
年
表
作
成
を
も
含
め
て
〉

九
学
会
連
合
下
北
調
査
委
員
会
『
下
北
』
昭
和
四
十
二
年

東
奥
日
報
社
『
青
森
県
百
科
辞
典
』
昭
和
五
十
六
年

『
大
間
町
沿
革
史
年
表
』
昭
和
五
十
七
年

『
歴
史
手
帳
』

12
「
特
集
下
北
半
島
の
歴
史
と
民
俗
」
名
著
出
版

昭
和
五
十
七
年

『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』

2
「
青
森
県
」
平
凡
社
昭
和
五
十
七
年

盛
田
稔
•
長
谷
川
成
一
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
「
青
森
県
」

昭
和
六
十
年

盛
田
稔
•
長
谷
川
成
一
編
『
図
説
青
森
県
の
歴
史
』

大
間
武
内
家
古
文
書

『
日
本
全
史
』
講
談
社
平
成
三
年

『
読
め
る
年
表
』
自
由
国
民
社
昭
和
五
十
七
年
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学
生
で
も
理
解
で
き
、
利
用
で
ぎ
る
も
の
に
す
る
こ
と

国 近
年
の
歴
史
ブ
ー
ム
で
、
下
北
郡
内
で
も
市
史
•
町
史
・
村
史
の
作
成
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
間
町
で
取
り
組
み
が
遅
れ
た

の
は
、
町
史
に
必
要
な
歴
史
資
料
が
数
多
く
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
『
大
奥
地
誌
』
『
大

り
を
過
ぎ
て
も
、

奥
村
誌
』
が
大
正
初
期
に
、
『
大
間
郷
土
誌
』
『
奥
戸
郷
上
診
断
』
が
昭
和
十
・
十
一
年
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
半
祉
紀
余

町
史
づ
く
り
の
話
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
の
『
大
間
町
史
』
の
発
刊
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
は
、
教
育
長
の
発
刊
の
挨
拶
に
あ
り
ま
す
の
で
省
略
し
ま
す
が
、

そ
の
後
「
大
間
町
史
編
纂
委
貝
会
」
が
発
足
し
、

よ
り
多
く
の
町
民
に
親
し
ま
れ
、
末
永
く
活
用
さ
れ
得
る
町
史
の
刊
行
に
努
め
る
こ
と

火
災
な
ど
に
よ
り
急
速
に
散
逸
し
つ
つ
あ
る
歴
史
資
料
の
収
集
を
急
務
と
し
、
こ
れ
ら
歴
史
資
料
を
政
治
・
経
済
・
文
化
な

ど
に
体
系
づ
け
て
網
羅
し
た
町
史
と
す
る
こ
と

町
史
編
纂
事
業
で
収
集
し
た
貰
重
な
資
料
は
コ
ピ
ー
な
ど
に
よ
り
整
理
し
、
恒
久
的
に
保
存
し
、
今
後
の
郷
土
学
習
な
ど
の

資
料
と
し
て
役
立
て
る
こ
と

歴
史
資
料
の
収
集
に
当
た
っ
て
は
、
町
民
へ
の
啓
蒙
を
し
な
が
ら
協
力
を
求
め
、
移
り
変
わ
る
実
態
に
即
し
て
、

け
図
版
・
写
真
な
ど
を
つ
け
て
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と

（四） （三） （二） （一）

公
正
な
史
観
に
基
づ
い
て
、
あ
く
ま
で
大
間
町
の
歴
史
を
中
心
に
と
ら
え
、
広
く
一
般
町
民
の
目
に
触
れ
る
も
の
と
し
、
中

と
の
方
針
の
も
と
に
、
こ
の
五
年
間
、
編
纂
の
仕
事
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
思
い
の
は
か
歴
史
資
料
の
収
集
に
手
間
取
り
、

ゞ

あ

と

カ

き

で
き
る
だた
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こ
の
こ
と
は
、

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
農
林
・
水
産
・
郵
政
・
役
場
関
係
の
記
録
が
完
全
で
な
く
、
今
後
に
研
究
の
余
地
を
残
し
ま
し
た
。

町
史
を
つ
く
る
体
制
が
整
わ
な
い
う
ち
に
、
大
間
・
奥
戸
が
度
重
な
る
大
火
に
遭
っ
た
こ
と
や
、
敗
戦
と
い
う
大
き

な
試
練
に
旗
面
し
混
乱
を
来
し
て
、
保
存
す
べ
き
書
類
な
ど
が
散
逸
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

後
に
課
題
が
残
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
早
い
機
会
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

記
述
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
事
項
は
避
け
よ
う
、

の
人
物
」
に
つ
い
て
は
、
現
に
生
存
し
て
い
る
人
は
取
り
上
げ
な
い
、

こ
の
た
び
の
『
大
間
町
史
』

生
方
に
は
乏
し
い
資
料
を
補
い
な
が
ら
、
し
か
も
わ
か
り
や
す
い
通
史
を
と
の
執
箪
に
心
が
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
対
し
ま
し
て
衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

一
法
規
出
版
株
式
会
社
の
小
出
博
彦
、
小
河
原
武
久
の
両
氏
に
も
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に
、

な
ど
申
し
合
わ
せ
を
し
て
臨
み
ま
し
た
。

の
執
筆
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
澤
田
一
矢
、
若
山
三
郎
、
鳥
居
哲
男
、
土
子
民
夫
の
各
専
門
委
貝
の
先

こ
の
た
び
の
『
大
間
町
史
』

の
発
刊
に
当
た
り
、
心
よ
く
資
料
の
提
供
を
し
、
協
力
し
て
い
た
だ
ぎ
‘

言
ご
鞭
撻
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
に
よ
り
ま
し
て
、
大
間
町
民
が
長
い
間
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
し
た
『
大
間
町
史
』
第
一
巻
の
発
刊
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
、

み
ん
な
で
祝
福
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
通
史
発
刊
を
契
機
に
、
今
後
は
各
分
野
、
各
部
門
ご
と
に

よ
り
良
い
大
間
町
史
へ
の
改
訂
が
な
さ
れ
ま
す
よ
う
切
望
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
記
述
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
で
き
る
限
り
正
確
な
も
の
を
と
編
纂
に
当
た
り
ま
し
た
が
、
特
に
割
愛
を

余
儀
な
く
し
た
事
項
も
あ
り
、
記
述
不
足
や
間
違
っ
て
い
る
点
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
指
摘
、
ご
指
導
を
い
た

だ
日
数
の
み
か
経
過
し
た
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。

は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
は
載
せ
な
い
、
「
郷
土

そ
の
ご
労
苦

い
ろ
い
ろ
と
発
刊
ま
で
の
心
配
り
を
し
て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
第

そ
の
上
、
ご
助

と
も
か
く
今
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と
な
れ
ば

）
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
の
町
史
が
多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
、
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
、
大
間
町
の
解
明
と
今
後
の
発
展
へ
の
指
針

大
間
町
教
育
委
員
会
教
育
委
貝
長

熊

谷

正

之
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委委

員

松

本

秀

雄

委

貝

松

本

秀

雄

員

興

村

栄

蔵

員

興

村

栄

蔵

委

員

竹

内

昭

吾

委委

貝

竹

内

昭

吾

委

貝

足

澤

貞

成

貝

足

澤

貞

成

無
職
・
大
間
地
区

委

員

石

澤

昭
僧
侶
・
大
間
地
区

貝

石

澤

昭

采ラた
女女

貝

米

澤

菊

市

貝

米

澤

菊

市

員

佐

々

木

多

喜

郎

大
間
町
史
編
纂
委
貝
会
委
員

〈
取
組
当
初
〉

町
教
育
委
員
会
教
育
委
貝
長
・

町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
・
奥

町
立
幼
稚
園
長
・
奥
戸
地
区

商
業
・
大
間
地
区

京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
研
究

員
・
大
間
地
区

団
体
職
員
・
大
間
地
区

郵
便
局
長
・
奥
戸
地
区

漁
業
・
材
木
地
区

委委委委

員

佐
々
木

戸
地
区

戸
地
区

委

貝

宮

野

次

郎

委

員

宮

野

次

郎

大
間
地
区

大
間
地
区

委

貝

熊

谷

正

之

委

貝

熊

谷

正

之

副
委
員
長

副
委
員
長

米

澤

明

男

教

育

長

委

員

紀

国

和

彦

町

収

入

役

浅

見

恒

吉

助
役

米

澤

明

男

教

育

長

委

貝

長

金

澤

弘

康

町

長

〈
刊
行
時
〉

委
員
長

副
委
員
長

多
喜
郎

町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長
・

町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
・
奥

町
立
幼
稚
園
長
・
奥
戸
地
区

商
業
・
大
間
地
区

僧
侶
・
大
間
地
区

京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
研
究

員
・
大
間
地
区

郵
便
局
長
・
奥
戸
地
区

漁
業
・
材
木
地
区

浅

見

恒

吉

町
長
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古

畑

龍

泉

査

松

原

俊

逸

査

大

場

洋

悦

古

川

男

古

川

男

委委委委委委委事
務
局
（
教
育
委
貝
会
社
会
教
育
課

員

古

) l l 

男

貝

ヒ
レ
〕
ム月

戸

正

吾

員

伊

藤

弘

文

漁
業
・
材
木
地
区

町
総
務
課
長

町
企
画
調
整
課
長

町
議
会
事
務
局
長

町
民
生
課
長

町
農
林
畜
産
課
長

町
水
産
課
長

町
商
工
観
光
課
長

町
農
業
委
貝
会
事
務
局
長

町
税
務
課
長

町
教
育
委
貝
会
総
務
課
長

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長

町
教
育
委
員
会
総
務
課
長

町
教
育
委
貝
会
社
会
教
育
課
主

委委事
務
局
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

員

吉

田

安

男

貝

南

英

克

委

員

金

澤

満

春

貝

傭

法

武

朗

員

南

英

克

員

森

野

香

司

委委

員

傭

法

武

朗

員

紀

国

和

彦

員

森

野

香

司

貝

近

江

悦

郎

委委

員

近

江

悦

郎

委

員

和

田

博

委委

員

和

田

博

委委委

貝

番

匠

憲

隆

員

番

匠

憲

隆

員

蛯

子

研

委

員

蛯

子

研

員

木益

村

和

弘

員

木

村

和

弘

委

員

城

町
参
事

員

益

城

委

員

佐

々

木

清

喜

委委委

貝

佐

々

木

清

喜

漁
業
・
材
木
地
区

町
原
子
力
発
電
所
対
策
室
参
事

町
総
務
課
長

町
保
健
課
長

町
議
会
事
務
局
長

町
福
祉
課
長

町
農
林
畜
産
課
長

町
原
子
力
発
電
所
対
策
室
長

町
下
手
浜
保
育
所
長

町
税
務
課
長

町
企
画
調
整
課
長

町
水
産
課
長

町
商
工
観
光
課
長
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高
畑
野
崎
金
沢

昌
夫

南御清笹興世長小松南
厩水谷村森根鷹原
敷忠
友雄貰ー五
吉一三郎郎

忠
夫
勝
幸
正
弥

（
む
つ
市
）

（
大
畑
町
）

東
奥
日
報
社
・
青
森
県
立
図
書
館

弘
前
市
役
所

目
時
紀
朗
・
鳴
海
健
太
郎
・
青
森
地
方
気
象
台
む
つ
測
候
所
・
む

つ
航
路
標
識
事
務
所
・
む
つ
市
教
育
委
員
会

大
安
寺
・
大
畑
町
教
育
委
貝
会

川
内
町
教
育
委
貝
会

法
性
寺
・
佐
井
村
教
育
委
員
会

（
風
間
浦
村
）
風
間
浦
村
教
育
委
員
会

（
東
通
村
）
東
通
村
役
場
・
束
通
村
教
育
委
員
会

（
脇
野
沢
村
）
脇
野
沢
村
教
育
委
貝
会

（
川
内
町
）

（
佐
井
村
）

弘
前
市
）

、ヤ
正昭信
夫一行

田
中

猛

木

村

重

忠

〈
大
間
町
内
〉

武

内

昭

夫

伊
藤
山
崎
佐

藤

徳

一

大
間
稲
荷
神
杜

奥
戸
春
日
神
社

材
木
稲
荷
神
社

阿
弥
陀
寺

福
蔵
寺

法
香
寺

円
融
寺

崇
徳
寺

信
願
寺

長
弘
寺

大
間
漁
業
協
同
組
合

奥
戸
漁
業
協
同
組
合

大
間
町
商
工
会

大
間
郵
便
局

千
里
幸
子

主
な
協
力
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

奥
戸
郵
便
局

青
森
県
立
大
間
高
等
学
校

大
間
警
察
署

大
間
営
林
署

東
北
電
力
掬
大
間
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

電
源
開
発
園
大
間
原
子
力
総
合
立
地
事
務
所

〈
町
外
〉

（
青
森
市
）
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東

題
字
／
金
澤
弘
康
（
第
十
七
代
大
間
町
長
）

平
成
九
年
三
月
一
二
十
一
日

大

間

町

史

編

纂

委

貝

会

発

行

大

間

町

〒
039
閲
青
森
県
下
北
郡
大
間
町
大
字
大
間
一

0
四

電
話
（

O
-
七
五
）
三
七
ー
ニ
―
―
―

制

作

第

一

法

規

出

版

株

式

会

社

〒
101

東
京
都
港
区
南
青
山
ニ
ー
一
―
|
―
七

電
話

(
O
三
）
三
四

0
四
ー
ニ
二
五
一

編

集

大

間

町

史

北

支

社

〒

980

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
ー
六
I
-

電
話

(
O
二
二
）
二
ニ
三
ー
八
一
四
六

発
行
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